
　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　※「留意事項実施状況報告書」の場合は，表題を修正してください。

　　　３　大学番号の欄については、平成２６年３月２０日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　　　　　　　　（□□学部（平成◇◇年度より変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　052-937-8215

　　　ｅ－mail　　kikaku@ml.aichi-u.ac.jp

　　　職名・氏名　　課長・鈴木
ス ズ キ

正也
マ サ ヤ

　　　　　　　　　　係長・渡邉
ワタナベ

直人
ナ オ ト

　　　電話番号　　052-937-8163

　　　（夜間）　　052-937-8136

　作成担当者

　　担当部局（課）名　企画課

平成２６年５月１日現在　　

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人　愛知大学　　　

　　　　　　　　　　　　　　　注１

愛知大学　地域政策学部　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

[平成23年度設置］

　　　計画の区分：学部の設置
届出

大学番号：私279　注３
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（サトウ　モトヒコ）

佐　藤　元　彦

（平成20年8月2日）

（サトウ　モトヒコ）

佐　藤　元　彦

（平成20年8月2日）

（ワタナベ　カズトシ） （ニイノ　ヨウイチ）

渡　辺　和　敏 新　井　野　洋　一

（平成23年4月1日） （平成25年4月1日）

―

学 部 長

学科長等

未定としていた学部長につい
て、平成23年4月1日付で就任し
た(23)
渡辺和敏地域政策学部長の任期
満了に伴う変更（25）

学　　長

職　　名

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２６年度に報告する内容　→（26）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２４年度に報告済の内容　→（24）

　　　　記入してください。

　　　　学　校　法　人　　　愛　知　大　学　　

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

　　　　愛　　知　　大　　学

　　　　愛知県豊橋市町畑町字町畑１番地の１

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒４４１－８５２２

（３） 大学の位置

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

1



　　　

　地域政策学部

　地域政策学科

学士(地域政策学)

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

220人 -人 220人 -人 220人 -人 220人 -人

1,617 - 1,976 - 1,785 - 2,686 -

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　1　) (　－　) (　2　) (　－　)

[  -  ] [  -  ] [  8  ] [  -  ] [ 2 ] [  -  ] [ 2 ] [  -  ]

1,595 - 1,939 - 1,763 - 2,663 -

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　1　) (　－　) (　2　) (　－　)

[  -  ] [  -  ] [  8  ] [  -  ] [ 2 ] [  -  ] [ 2 ] [  -  ]

636 - 744 - 850 - 1,082 -

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　1　) (　－　) (　1　) (　－　)

[  -  ] [  -  ] [  2  ] [  -  ] [ 2 ] [  -  ] [ 1 ] [  -  ]

285 - 263 - 266 - 254 -

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　1　) (　－　) (　1　) (　－　)

[  -  ] [  -  ] [  2  ] [  -  ] [ 2 ] [  -  ] [ 1 ] [  -  ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

(　- )

[ 　-　 ]

1.29 1.15

　　　　には，欄を設けてください。）

人年次人年

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　　　　考
収容定員

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　・　様式は，平成２３年度開設の４年制の学科の場合（平成２６年度までの４年間）ですが，開設年度・
　　　　区分ごとではありません）。

編入学定員入学定員

設 置 時 の 計 画

修業年限

2204 880

人

ー

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

　　　　　　　

備　　考
平成２５年度

Ａ　 入学定員

平成２４年度
平均入学定員

超 過 率

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２３年度 平成２６年度

1.201.19

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

Ｂ　 入学者数

1.20倍

[ 　-　 ]

(　- )

[ 　-　 ]

(　- ) (　- )

[ 　-　 ]

受験者数

志願者数

合格者数

（注）・　数字は，平成２６年５月１日現在の数字を記入してください。
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[ - ] [ - ] [ 2 ] [ - ] [ 2 ] [ - ] [ 1 ] [ - ]

285 - 263 - 266 - 254 -

[ - ] [ - ] [ 2 ] [ - ] [ 2 ] [ - ]

284 - 256 - 262 -

[ - ] [ - ] [ 2 ] [ - ]

284 - 256 -

[ - ] [ - ]

281 -

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

平成２３年度 平成２５年度

（注）・　数字は，平成２６年５月１日現在の数字を記入してください。

806547 1053285

平成２４年度

[　　- 　]

平成24年度の2年次生の1名減
は他学部への移籍による
（24）

平成25年度の2年次生の6名減
は退学、1名減は他学部への
移籍による。3年次の1名減は
退学、1名は他学部への移
籍、1名増は編入学生の入学
による（25）

平成26年度の2年次生の4名減
は退学3名、他学部への移籍1
名による。3年次生は退学1
名、編入学1名により、在学
者に変更なし。4年次生の3名
減は退学による（26）

３年次

備　　　　　考

２年次

計

[　　5　 ][　　4 　 ][　　2　 ]

１年次

４年次

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２６年度

3



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２３年度 0 人 - 人

平成２４年度
2
0
人 - 人 就学意欲の低下（1）、就職（1）

平成２５年度
2
1
人 - 人

就学意欲の低下（1）、その他（1）
就学意欲の低下

平成２６年度 0 人 - 人

平成２４年度
6
0
人 0 人

就学意欲の低下（1）、他の教育機関への入
学・転学（1）、その他（4）

平成２５年度
1
6
人 0 人

その他（1）
他の教育機関への入学・転学（1人）
就学意欲の低下（1人）、その他（4人）

平成２６年度 0 人 0 人

平成２５年度 3 人 0 人
就学意欲の低下（2）、他の教育機関への入
学・転学（1）

平成２６年度 0 人 0 人

254 人 0 人 平成２６年度 0 人 0 人 0.0% ％

1068 人 14 人 1.3% ％

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成２６年度
入学者

平成２３年度
入学者

平成２４年度
入学者

平成２５年度
入学者

266

退学者数

人285

入学者数（b） 退学者数（a） 退学者数（内訳）

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２６年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください。

　　　　　ありません。）

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

人

3

（注）・　数字は，平成２６年５月１日現在の数字を記入してください。　

％

％

1.1%

2.7%

％

人 7

合　　計

4 1.4%

人

人

263

人

4



兼 6 担当科目の調整の結果、早川勇教授
は、平成24年度、平成25年度及び平
成26年度は担当しない（24・25・
26）
平成24年度の報告にて、早川勇教授
が当該科目を担当しないため、専任
教員等の配置を変更（教授1→0）し
たが、専任教員等の配置については
各年度の授業計画により変更する可
能性があり、早川勇教授が当該授業
科目の担当から外れたわけではない
ため、設置届出時の配置数に戻すこ
ととする（25）

兼 6 担当科目の調整の結果、早川勇教授
は、平成24年度、平成25年度及び平
成26年度は担当しない（24・25・
26）

兼 3

兼 3
4

担当科目の調整の結果、サイモン
ジョージサナダ兼担教授は、平成25
年度及び平成26年度は担当しない。
（25・26）

兼 4
3

担当者追加（早川勇教授）（24）
担当科目の調整の結果、早川勇教授
は、平成26年度は担当せず、梅田ゆ
う子兼任講師が担当（26）

兼 4
3

担当者追加（早川勇教授）（24）
担当科目の調整の結果、早川勇教授
は、平成26年度は担当せず、梅田ゆ
う子兼任講師が担当（26）

兼 3
4

担当科目の調整の結果、早川勇教授
は、平成24年度及び平成25年度は担
当しない（24・25）
平成24年度の報告にて、早川勇教授
が当該科目を担当しないため、専任
教員等の配置を変更（教授1→0）し
たが、専任教員数の配置については
各年度の授業計画により変更する可
能性があり、早川勇教授が当該授業
科目の担当から外れたわけではない
ため、設置届出時の配置数に戻すこ
ととする（25）
担当科目の調整の結果、櫻井陽子兼
担助教は、平成26年度は担当しない
（26）

兼 3
4

担当科目の調整の結果、早川勇教授
は、平成24年度及び平成25年度は担
当しない（24・25）
担当科目の調整の結果、櫻井陽子兼
担助教は、平成26年度は担当しない
（26）

兼 1

兼 1 当該学部の履修希望者がいないた
め、平成24年度は当該学部の科目と
しては開講しない（24）
通常開講（25）

兼 2

兼 2

兼 1

兼 1
2

当該学部の履修希望者がいないた
め、平成23年度及び平成24年度は当
該学部の科目としては開講しない
（23・24）
通常開講（25）
担当科目の調整の結果、ヤングアン
ソニーエドワード兼担助教は、平成
25年度は担当しない（25）

共
通
教
育
科
目

備　　　　考
助　教 助　手選　択 教　授必　修 自　由

専任教員等の配置

准教授 講　師
科目区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

Communication Skills Ⅳ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

2

Communication Skills Ⅱ 1・2・3・4 2

Communication Skills Ⅲ 1・2・3・4 2

Current English Ⅱ 2後
未開講

2後

2

Communication Skills Ⅰ 1・2・3・4 2

Advanced Reading Ⅰ 2前 1

Advanced Reading Ⅱ 2後

Current English Ⅰ 2前 2

1

Reading

Communicative English Ⅰ

Practical English Ⅰ 2前

TOEIC 1後

1後

1

1

Practical English Ⅱ 2後 1 1

Communicative English Ⅱ

（１） 授業科目表

＜地域政策学部　地域政策学科＞

２　授業科目の概要

1
0
1

1

1

11前

1前 1

1
0
1

1 1

外
国
語
分
野

　
英
 
語
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備　　　　考
助　教 助　手選　択 教　授必　修 自　由

専任教員等の配置

准教授 講　師
科目区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

兼 6

兼 6

兼 4
6

担当科目の調整の結果、平成26年度
は、孟文蕾兼任講師及び高橋めぐみ
兼任講師は担当せず、張筱平教授が
担当（26）

兼 4
6

担当科目の調整の結果、平成26年度
は、孟文蕾兼任講師及び高橋めぐみ
兼任講師は担当せず、張筱平教授が
担当（26）

兼 3

兼 3

兼 1

兼 1
履修希望者がいないため、平成25年
度は開講しない（25）
通常開講（26）

履修希望者がいないため、平成25年
度は開講しない（25）
通常開講予定（26）

兼 1 履修希望者がいないため、平成24年
度及び平成26年度は開講しない
（24・26）
担当科目の調整の結果、張筱平教授
は、平成25年度及び平成26年度は担
当しない（25・26）

兼 1 履修希望者がいないため、平成24年
度は開講しない（24）
担当科目の調整の結果、平成25年度
及び平成26年度は、張筱平教授は担
当せず、孟文蕾兼任講師が担当
（25・26）

履修希望者がいないため、平成25年
度は開講しない(25)
通常開講予定（26）

兼 1

兼 1 当該学部の履修希望者がいないた
め、平成25年度は当該学部の科目と
しては開講しない(25)
通常開講予定（26）

兼 2

兼 2

兼 2

兼 2

兼 1

　 兼 1

兼 1

兼 1
留学生対象の科目であり、平成23年
度は留学生不在のため開講しない
(23)
通常開講（24）

留学生対象の科目であり、平成23年
度は留学生不在のため開講しない
(23)
通常開講（24）

兼 1 留学生対象の科目であり、平成23年
度は留学生不在のため開講しない
(23)
通常開講（24）

兼 1 留学生対象の科目であり、平成23年
度は留学生不在のため開講しない
(23)
通常開講（24）

留学生対象の科目であり、平成24年
度は当該学部の2年次留学生不在のた
め、当該学部の科目としては開講し
ない(24)
通常開講（25）

留学生対象の科目であり、平成24年
度は当該学部の2年次留学生不在のた
め、当該学部の科目としては開講し
ない(24)
通常開講（25）

共
通
教
育
科
目

基礎ポルトガル語Ⅰ 1前

1基礎ポルトガル語Ⅱ 1後

韓
国
・
朝
鮮
語

2前
未開講

2前

1 1

日本語・総合Ⅱ 2後
未開講

2後

1 1

日本語・総合Ⅰ

1前
未開講

1前

1

日本語・論文技術（基礎）Ⅱ 1後
未開講

1後

1

日本語・論文技術（基礎）Ⅰ

1前
未開講

1前

1 1

日本語・表現Ⅱ 1後
未開講

1後

1 1

日本語・表現Ⅰ

1

入門ポルトガル語Ⅱ 1後 1

基礎韓国･朝鮮語Ⅱ 1後 1

入門ポルトガル語Ⅰ 1前 1

1前 1

入門韓国･朝鮮語Ⅱ 1後 1

入門韓国･朝鮮語Ⅰ

基礎韓国･朝鮮語Ⅰ 1前 1

3前 2
コミュニケーション中国語ⅡB 3後

未開講

3後

2

コミュニケーション中国語ⅡA

コミュニケーション中国語ⅠB 3後
未開講

3後

2 1

中国語会話（中級）Ⅱ 2後
未開講

2後

2

11

1コミュニケーション中国語ⅠA 3前

総合中国語Ⅱ 2後 1

中国語会話（初級）Ⅰ 1前
未開講

1前

1

1

未開講

2前
未開講

2前

中国語会話（中級）Ⅰ

応用中国語Ⅱ 2後 1

中国語会話（初級）Ⅱ 1後
未開講

1後

1総合中国語Ⅰ 2前 1

2
1

基礎中国語Ⅰ

応用中国語Ⅰ 2前 1

基礎中国語Ⅱ 1

入門中国語Ⅱ 1後 1

1前 1

入門中国語Ⅰ 1前 1

1後

1

2
1

1

1 1

1 1

1

1

1

外
国
語
分
野

　
中
国
語

ポ
ル
ト
ガ
ル
語

日
本
語
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備　　　　考
助　教 助　手選　択 教　授必　修 自　由

専任教員等の配置

准教授 講　師
科目区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

担当科目の調整の結果、担当者変更
（石川智嘉子兼任講師→中崎温子教
授）。
留学生対象の科目であり、平成24年
度は当該学部の2年次留学生不在のた
め、当該学部の科目としては開講し
ない(24)
通常開講（25）

兼 1 留学生対象の科目であり、平成24年
度は当該学部の2年次留学生不在のた
め、当該学部の科目としては開講し
ない(24)
通常開講（25）

留学生対象の科目であり、平成25年
度は3年次留学生不在のため、当該学
部の科目としては開講しない(25)
通常開講（26）

留学生対象の科目であり、平成25年
度は3年次留学生不在のため、当該学
部の科目としては開講しない(25)
通常開講予定（26）

留学生対象の科目であり、平成25年
度は3年次留学生不在のため、当該学
部の科目としては開講しない(25)
通常開講（26）

留学生対象の科目であり、平成25年
度は3年次留学生不在のため、当該学
部の科目としては開講しない(25)
通常開講予定（26）

兼 2 当該学部の履修希望者がいないた
め、平成24年度、平成25年度及び平
成26年度は当該学部の科目としては
開講しない（24・25・26）

兼 2 当該学部の履修希望者がいないた
め、平成23年度、平成24年度及び平
成25年度は当該学部の科目としては
開講しない(23・24・25)
通常開講予定（26）

兼 4
3

履修希望者がいないため平成23年度
は開講しない(23)
通常開講（24）
当該学部の履修希望者がいないた
め、平成25年度及び平成26年度は当
該学部の科目としては開講しない
（25・26）
担当者追加（鈴木球子兼任講師）
（26）

兼 4
3

当該学部の履修希望者がいないた
め、平成23年度、平成24年度及び平
成25年度は当該学部の科目としては
開講しない(23・24・25)
担当者追加（鈴木球子兼任講師）。
通常開講予定（26）

兼 3 当該学部の履修希望者がいないた
め、平成24年度、平成25年度及び平
成26年度は当該学部の科目としては
開講しない（24・25・26）

兼 3 当該学部の履修希望者がいないた
め、平成23年度、平成24年度及び平
成25年度は当該学部の科目としては
開講しない(23・24・25)
通常開講予定（26）

兼 3
2

当該学部の履修希望者がいないた
め、平成23年度、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は当該学部の
科目としては開講しない(23・24・
25・26)
担当者追加（新津嗣郎兼任講師）

兼 3
2

当該学部の履修希望者がいないた
め、平成23年度、平成24年度及び平
成25年度は当該学部の科目としては
開講しない(23・24・25)
通常開講予定（26）
担当者追加（新津嗣郎兼任講師）

共
通
教
育
科
目

基礎ドイツ語Ⅰ 未開講

1前

基礎ドイツ語Ⅱ 1後
未開講

1後

1

2 1

アカデミック日本語Ⅱ 3後
未開講

3後

2 1

アカデミック日本語Ⅰ 3前
未開講

3前

入門ドイツ語Ⅱ 1後
未開講

1後

1

1 1

日本語・論文技術（応用）Ⅱ 2後
未開講

2後

1

日本語・論文技術（応用）Ⅰ 2前
未開講

2前

1

2 1

3後
未開講

3後

2 1

3前
未開講

3前

入門フランス語Ⅱ

ビジネス日本語Ⅰ

入門フランス語Ⅰ

ビジネス日本語Ⅱ

未開講

1前
1

基礎フランス語Ⅱ

入門ドイツ語Ⅰ

基礎フランス語Ⅰ 未開講

1前
未開講

1前

1

1後
未開講

1後

未開講

1前
1

1後
未開講

1後

1

1

フ
ラ
ン
ス
語

外
国
語
分
野

日
本
語

ド
イ
ツ
語
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備　　　　考
助　教 助　手選　択 教　授必　修 自　由

専任教員等の配置

准教授 講　師
科目区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

兼 1 当該学部の履修希望者がいないた
め、平成23年度、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は当該学部の
科目としては開講しない(23・24・
25・26)

兼 1 当該学部の履修希望者がいないた
め、平成23年度、平成24年度及び平
成25年度は当該学部の科目としては
開講しない(23・24・25)
通常開講予定（26）

兼 1 当該学部の履修希望者がいないた
め、平成23年度、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は当該学部の
科目としては開講しない(23・24・
25・26)

兼 1 当該学部の履修希望者がいないた
め、平成23年度、平成24年度及び平
成25年度は当該学部の科目としては
開講しない(23・24・25)
通常開講予定（26）

兼 2 担当科目の調整の結果、加納寛兼担
教授は、平成25年度及び平成26年度
は担当しない（25・26）

兼 2
3

担当科目の調整の結果、加納寛兼担
教授は、平成25年度及び平成26年度
は担当しない（25・26）

兼 2

兼 2 当該学部の履修希望者がいないた
め、平成25年度は当該学部の科目と
しては開講しない（25）
通常開講予定（26）

　

共
通
教
育
科
目

1外国理解（韓国語圏）Ⅱ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

4

1外国理解（タイ語圏）Ⅱ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

4

4 1

4 1外国理解（フランス語圏）Ⅱ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

外国理解（中国語圏）Ⅱ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

外国理解（ドイツ語圏）Ⅱ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

4 1

1

外国理解（タイ語圏）Ⅰ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

4 1

外国理解（英語圏）Ⅱ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

1

外国理解（中国語圏）Ⅰ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

4 1

外国理解（韓国語圏）Ⅰ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

1外国理解（フランス語圏）Ⅰ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

1外国理解（ドイツ語圏）Ⅰ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

4

1海外セミナー（韓国語）Ⅱ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

2

1外国理解（英語圏）Ⅰ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

4

1海外セミナー（フランス語）Ⅱ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

2

1海外セミナー（中国語）Ⅱ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

2

1海外セミナー（英語）Ⅱ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

2

1海外セミナー（ドイツ語）Ⅱ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

2

海外セミナー（フランス語）Ⅰ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

2 1

世界の言語Ⅱ 2後 2

世界の言語Ⅰ

入門ロシア語Ⅱ 1後
未開講

1後

1

基礎ロシア語Ⅰ 未開講

1前
1

基礎ロシア語Ⅱ

1

1入門ロシア語Ⅰ

「海外セミナーⅠ」及び「海外セミ
ナーⅡ」の各授業科目は、海外短期
語学セミナー学修成果認定科目であ
り、平成23年度及び平成25年度は当
該学部の対象者がいないため当該学
部の科目としては開講しない（23・
25）

「海外セミナー（英語）Ⅰ」は、通
常開講。
「海外セミナー（英語）Ⅰ」以外の
「海外セミナーⅠ」の授業科目及び
「海外セミナーⅡ」の各授業科目
は、平成24年度は当該学部の対象者
がいないため当該学部の科目として
は開講しない（24）

当該科目の対象者がいる場合は、通
常開講予定（26）

「外国理解Ⅰ」及び「外国理解Ⅱ」
の各授業科目は、留学学修成果認定
科目であり、平成23年度、平成24年
度及び平成25年度は当該学部の対象
者がいないため当該学部の科目とし
ては開講しない（23・24・25）

当該科目の対象者がいる場合は、通
常開講予定（26）

2前

未開講

1前

2

2

2

4

2

2

2海外セミナー（英語）Ⅰ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

古典言語Ⅱ 2･3･4
未開講
2・3・4

4

4

1後
未開講

1後

古典言語Ⅰ 2・3・4 2

1

海外セミナー（ドイツ語）Ⅰ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

1

海外セミナー（中国語）Ⅰ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

1

海外セミナー（韓国語）Ⅰ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

1

　
外
国
理
解

ロ
シ
ア
語

外
国
語
分
野
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備　　　　考
助　教 助　手選　択 教　授必　修 自　由

専任教員等の配置

准教授 講　師
科目区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1 担当者の一人である准教授が教授に
昇格（湯川治敏教授）（26）

兼 1
開講クラス数の調整により、蒋湧教
授→駒木伸比古助教(23)
平成24年度は、蒋湧教授が予定通り
担当し、駒木伸比古助教は継続して
担当（24）
担当科目の調整の結果、駒木伸比古
准教授（平成25年度より助教から准
教授に昇格）は平成25年度は担当し
ない（25）

兼 1

兼 1 開講クラス数の調整により、
 蒋湧教授
 湯川治敏准教授
 駒木伸比古助教
 澤田貴行助教
     澤田貴行助教
     坂井秀一兼任講師
     平川雄一兼任講師 (23)
　 　　 澤田貴行助教
　　　  平川雄一兼任講師（24）

兼 1

兼 1

兼 1 担当者変更（功刀由紀子教授→広木
詔三兼担教授） (23)
担当者追加（功刀由紀子教授）
（24）

兼 1

兼 1

兼 1
担当者の一人である准教授が教授に
昇格（湯川治敏教授）（26）

兼 1

兼 3
4

担当科目の調整の結果、小久保嘉紀
兼任講師は、平成24年度、平成25年
度及び平成26年度は担当しない
（24・25・26）

兼 2

兼 2

兼 2

兼 1 履修希望者がいないため平成23年度
は開講しない(23)
通常開講（24）

兼 1

兼 1
教育の充実を図るため追加（今里佳
奈子教授）(23)

兼 1

兼 1
2

担当科目の調整の結果、鈴木光善兼
任講師は、平成26年度は担当しない
（26）

兼 1

兼 1

兼 3

兼 1

兼 2

兼 1

兼 3

兼 2

兼 2
3

担当科目の調整の結果、菱川晶子兼
任講師は、平成25年度及び平成26年
度は、当該学部の科目としては担当
しない（25・26）

兼 1 留学生対象の科目であり、平成23年
度は留学生不在のため開講しない
(23)
通常開講（24）

共
通
教
育
科
目

人
文
分
野

自
然
分
野

社
会
分
野

数
理
・
情
報
分
野

2

2

1・2・3・4

2

2

0
1

2

2

プログラミング 1・2・3・4

ネットワーク演習 1・2・3・4

統計学入門 1・2・3・4

数理科学 1・2・3・4

12

日本事情Ⅰ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

2

スポーツ文化論 1・2・3・4

民俗学 1・2・3・4 2 1

2

現代の思想 1・2・3・4 2

文化人類学 1・2・3・4 2

心理学 1・2・3・4

宗教学 1・2・3・4 2

論理学 1・2・3・4 2

哲学 1・2・3・4 2

2

2

2

経済学 1・2・3・4 2

1

レクリエーション論 1・2・3・4

法学 1・2・3・4

政治学 1・2・3・4

ジェンダー論 1・2・3・4

憲法 1・2・3・4

経営学 1・2・3・4

情報と社会 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

2

社会学

考古学 1・2・3・4 2

地理学 1・2・3・4 2

2

2 1

健康科学 1・2・3・4

歴史学 1・2・3・4

スポーツ工学 1・2・3・4

トレーニング科学 1・2・3・4

2

1 12

2

動物行動学 1・2・3・4 2

生態学 1・2・3・4

生物の科学 1・2・3・4 2 1
0
1

自然環境と地理 1・2・3・4 2

1現代技術と社会

地球環境問題 1・2・3・4 2 1

1・2・3・4 2

1

1科学技術史 1・2・3・4 2

物質の科学

1・2・3・4 2宇宙の科学

1・2・3・4 2 2

地球の科学 1・2・3・4 2 1

0
1

1
2

情報総合演習 1・2・3・4 2

情報の科学 1・2・3・4 2

1
0
1

0
1

1

2

2

マルチメディア表現 1・2・3・4 2 1

1

1

社会データ分析入門 1・2・3・4

確率入門 1・2・3・4 2 1

2 1
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備　　　　考
助　教 助　手選　択 教　授必　修 自　由

専任教員等の配置

准教授 講　師
科目区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

兼 1 留学生対象の科目であり、平成23年
度は留学生不在のため開講しない
(23)
当該学部の履修希望者がいないた
め、平成24年度は当該学部の科目と
しては開講しない（24）
通常開講（25）

兼 2

兼 1

兼 4
3

担当者追加（空井伸一兼担准教授）
（26）

兼 3 担当科目の調整の結果、早川勇教授
は、平成26年度は担当しない。
（26）

兼 1

兼 13
2

印南敏秀教授は平成23年度は担当し
ない（23）
担当科目の調整の結果、平成24年度
は印南敏秀教授が担当追加（24）
「総合科目」のうち印南敏秀教授1名
が担当する科目は複数の教員がオム
ニバス形式にて担当することとなっ
たため、担当者（渡辺和敏教授、有
薗正一郎兼担教授、松田香代子兼任
講師、鈴木良昌兼任講師、増山禎之
兼任講師、増山真一郎兼任講師、日
比野光敏兼任講師、森泰通兼任講
師、和田実兼任講師、高橋健太郎兼
任講師、内藤聡子兼任講師）追加
（25）
「総合科目」のうち森川竜哉兼任講
師1名が担当する科目は複数の教員が
オムニバス形式にて担当することと
なったため、担当者（阿部聖教授、
名和聖高教授、竹田聡教授、武田圭
太兼担教授、吉野さつき兼担准教
授、金井幸子兼担准教授、杉浦裕晃
兼担教授、作中久雄兼任講師）追加
（25）
「総合科目」のうち浴俊彦兼任講師
が担当する科目は、担当科目の調整
の結果、平成26年度は宮田譲兼任講
師が担当（26）
「総合科目」のうち印南敏秀教授が
主担当となる科目に担当者（功刀由
紀子教授、須川妙子兼任講師）追加
（26）

兼 1 履修希望者がいないため、平成25年
度は、沓掛俊夫教授が担当するクラ
スは開講しない。（25）
担当科目の調整の結果、沓掛俊夫教
授は、平成26年度は担当しない。
（26）

兼 8
7

担当者の一人である助教が准教授に
昇格（尼崎光洋准教授）（25）
担当科目の調整の結果、平成25年度
及び平成26年度は、元晶煜准教授は
担当しない（25・26）
担当者の一人である准助教が教授に
昇格（湯川治敏教授）。
担当者追加（安田好文兼任講師）
（26）

兼 5 履修希望者がいないため、平成24年
度は開講しない（24）
担当者の一人である助教が准教授に
昇格（尼崎光洋准教授）（25）
担当者の一人である准助教が教授に
昇格（湯川治敏教授）。
担当科目の調整の結果、新井野洋一
教授は、平成26年度は担当しない
（26）

兼 1
2

担当者の一人である助教が准教授に
昇格（尼崎光洋准教授。
担当科目の調整の結果、新井野洋一
教授は平成25年度は担当しない
（25）
担当者の一人である准助教が教授に
昇格（湯川治敏教授）。
担当科目の調整の結果、齋藤健治兼
任講師は、平成26年度は担当しない
（26）

共
通
教
育
科
目

人
文
分
野

総
合

体
育
分
野

1

1前後 2

2・3・4

2・3・4 1 2
3
2

0
1

2
1

0
1

2
1

2
3
2

2
1

1・2・3・4

2
3
2

0
1

2・3・4 2 1
2

3
1
0
1

1

1・2・3・4 2

2

古典の世界 1・2・3・4 2

言語と文化 1・2・3・4 2

1日本語学 1・2・3・4 2

総合科目

スポーツ・健康演習

スポーツ実技Ⅱ

芸術論

総合演習

スポーツ実技Ⅰ

文学 1・2・3・4 2

日本事情Ⅱ 1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

未開講
1･2･3･4

2
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備　　　　考
助　教 助　手選　択 教　授必　修 自　由

専任教員等の配置

准教授 講　師
科目区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

担当者の一人である准教授が教授に
昇格（西村正広教授）（23）
担当者追加（澤田貴行助教）
担当者である助教2名が准教授に昇格
（尼崎光洋准教授及び駒木伸比古准
教授）（25）
担当者である准教授3名が教授に昇格
（竹田聡教授、野田遊教授及び湯川
治敏教授）（26）

担当者の一人である准教授が教授に
昇格（西村正広教授）（23）
教育の充実を図るため担当者追加
（高橋貴教授、渡辺和敏教授）
（24）
担当者である助教2名が准教授に昇格
（尼崎光洋准教授及び駒木伸比古准
教授）。
担当科目の調整の結果、功刀由紀子
教授及び早川勇教授が平成25年度よ
り担当し、鈴木誠教授、戸田敏行教
授及び名和聖高教授は平成25年度は
担当しない。
高橋貴教授は海外研修中のため、平
成25年度は担当しない（25）
担当科目の調整の結果、戸田敏行教
授に代わり、岩崎正弥教授へ担当者
を変更（25）
担当者である准教授3名が教授に昇格
（竹田聡教授、野田遊教授及び湯川
治敏教授）（26）
担当科目の調整の結果、戸田敏行教
授、新井野洋一教授、野田遊教授及
び早川勇教授は、平成26年度は担当
しない（26）。

担当者の一人である准教授が教授に
昇格（西村正広教授）（23）
担当者である助教2名が准教授に昇格
（尼崎光洋准教授及び駒木伸比古准
教授）。
荒川清秀教授は、履修希望者がいな
いため、平成25年度は担当しない。
小津秀晴教授及び中崎温子教授は、
担当科目の調整の結果、平成25年度
は担当しない。
高橋貴教授は、海外研修中のため、
平成25年度は担当しない（25）
担当者である准教授3名が教授に昇格
（竹田聡教授、野田遊教授及び湯川
治敏教授）（26）
蒋湧教授は、履修希望者がいないた
め、平成26年度は担当しない（26）
担当科目の調整の結果、小津秀晴教
授、沓掛俊夫教授及び中崎温子教授
は、平成26年度は担当しない（26）

担当者の一人である准教授が教授に
昇格（西村正広教授）（23）
担当者である助教2名が准教授に昇格
（尼崎光洋准教授及び駒木伸比古准
教授（25）
担当者である准教授3名が教授に昇格
（竹田聡教授、野田遊教授及び湯川
治敏教授）（26）
担当科目の調整の結果、荒川清秀教
授、小津秀晴教授、高橋貴教授及び
中崎温子教授は、平成26年度は担当
しない。（26）

4
7
5
6

4
6
4
5

1
2

0
2

23
20
19

23
20
19

4
7
5
6

卒業研究

0
2

23
20
19

ゼミナールⅡ

4 0
2

0
2

4通

23
20
19

4
7
5
6

4
7
5
6

担当者の一人である准教授が教授に
昇格（西村正広教授）（23）
担当者である助教2名が准教授に昇格
（尼崎光洋准教授及び駒木伸比古准
教授）（25）
担当者である准教授3名が教授に昇格
（竹田聡教授、野田遊教授及び湯川
治敏教授）（26）
担当科目の調整の結果、荒川清秀教
授、小津秀晴教授、高橋貴教授及び
中崎温子教授は、平成26年度は担当
しない。（26）

学習法 1通

17
15
13
11
10

4

4

42通

ゼミナールⅠ 3通

4通 4

専
門
教
育
科
目

研究法

演
習
科
目
群
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備　　　　考
助　教 助　手選　択 教　授必　修 自　由

専任教員等の配置

准教授 講　師
科目区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

担当者である准教授が教授に昇格
（野田遊教授）（26）

兼 1

兼 1

配当年次を「2前」→「2後」に変更
（26）

担当者である准教授が教授に昇格
（野田遊教授）（26）
配当年次を「2後」→「2前」に変更
（26）

配当年次を「2後」→「2前」に変更
（26）

兼 1
担当者である准教授が教授に昇格
（野田遊教授）（26）

担当者である准教授が教授に昇格
（竹田聡教授）（26）

担当者である准教授が教授に昇格
（竹田聡教授）（26）

兼 1

担当者である准教授が教授に昇格
（竹田聡教授）（26）

兼 1 担当科目の調整の結果、平成26年度
は開講しない（26）

兼 1 担当者変更（佐藤正之兼任講師→鈴
木誠教授）（26）

「東海地域の今日的課題」は、岩崎
正弥教授1名が担当する予定だった
が、複数の教員がオムニバス形式に
て担当することとなったため、担当
者（阿部聖教授、印南敏秀教授、蒋
湧教授、戸田敏行教授、新井野洋一
教授、西堀喜久夫教授、安福恵美子
教授、元晶煜准教授、野田遊准教
授、駒木伸比古准教授）追加（25）
担当者の一人である准教授が教授に
昇格（野田遊教授）(26)
平成26年度に担当者（西村正広教
授、竹田聡教授）追加（26）
担当科目の調整の結果、戸田敏行教
授は平成26年度は担当しない(26)

配当年次を「3前」→「3通」に変更
（25）

兼 1 平成25年度に担当者（鈴木誠教授、
西堀喜久夫教授及び樋口義治兼担教
授追加（25）
担当科目の調整の結果、平成26年度
は開講しない（26）

担当者の一人である助教が准教授に
昇格（駒木伸比古准教授）（25）
配当年次を「2前」→「2前後」に変
更（25）

兼 1 平成24年度に担当者（駒木伸比古助
教）追加（24）
配当年次を「2後」→「2前後」に変
更。
担当者の一人である助教が准教授に
昇格（駒木伸比古准教授）(25)
担当科目の調整の結果、蒋湧教授及
び駒木伸比古准教授は平成25年度は
担当しない(25)
担当科目の調整の結果、蒋湧教授、
駒木伸比古准教授及び佐藤正之兼担
助教は平成26年度は担当しない
（26）

基
幹
科
目
群

1ＧＩＳ演習Ⅰ 2前後

2後

2

1 12

ＧＩＳ概論 2前後

2前
2 1 0

1

地域政策学特殊講義 未開講

3後

インターンシップ 3通
3前

2 1

3前

2

11
8
1

2
3

2

1

地域生活史 3前 2 1

地域学概論 2後

地域コミュニティ論 2後 2 1

2前 2 1

3

1 0
1

現代の地域問題 0

自然環境論 未開講

1前
2

6

1

金融論 2後 2

2地方財政論 2後

1後

財政学

1

1

経済原論

1後

1 0
1

13前

0
1

政策評価論 3前 2 1 0
1

2

2 0
1

1都市計画学 2前
2後

2

国土計画論 2後
2前

政策過程論 2前
2後

地域の自治と政治

1

1

1

1

行政の諸領域と法 2前

地域行政論

0
1

11前

行政学

地域政策入門

1

担当者の一人である准教授が教授に
昇格（西村正広教授）（23）

1後

2

2

2

2

2

2

2

2前

2後

1後

2

1後 2

2前

3前

1前

現代日本の政治

2

2

2

2

15

3
1

少子高齢社会論

東海地域の今日的課題

専
門
教
育
科
目

地
域
関
連
科
目

公共セクター論

現代経済事情

リスクコミュニケーション

理論経済学

政
策
分
野
科
目
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備　　　　考
助　教 助　手選　択 教　授必　修 自　由

専任教員等の配置

准教授 講　師
科目区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

担当者の一人である助教が准教授に
昇格（駒木伸比古准教授）（25）
担当者の一人である准教授が教授に
昇格（湯川治敏教授）（26）
配当年次を「3後」→「3前後」に変
更（26）

担当者である准教授が教授に昇格
（野田遊教授）（26）

兼 1

担当者である准教授が教授に昇格
（西村正広教授）（23）

配当年次を「3前」→「3後」に変更
（25）
配当年次を「3後」→「3前」に変更
（26）

兼 1
担当者である准教授が教授に昇格
（西村正広教授）（23）

兼 1

兼 1

兼 1
担当者である准教授が教授に昇格
（西村正広教授）（23）

兼 1

配当年次を「2後」→「2前」へ変更
（24）
配当年次を「2前」→「2後」へ変更
（25）
配当年次を「2後」→「2前」へ変更
（26）

兼 1

兼 1
担当者である准教授が教授に昇格
（竹田聡教授）（26）

兼 1

兼 1

兼 1
担当者の一人である助教が准教授に
昇格（駒木伸比古准教授）（25）

兼 1

兼 1

兼 1 担当教員（宮沢哲男兼任講師）の健
康上の理由により、平成25年度は開
講しない（25）
担当者変更（宮沢哲男兼任講師⇒加
藤茂兼任講師）（26）

配当年次を「3前」→「3通」へ変更
（25）
担当科目の調整の結果、澤田貴行助
教は、平成25年度は担当しない
（25）
履修希望者がいないため、平成26年
度は開講しない（26）

兼 1

ま
ち
づ
く
り
系
科
目

公
共
政
策
系
科
目

地
域
産
業
系
科
目

専
門
教
育
科
目

展
開
科
目
群

エコ地域づくり論

生活インフラ論

3前 2

1未開講

3通
3前

2 1

中山間過疎地域論 3前 2 1

ワークショップとまちづくり

流域管理論 2後
未開講

2後

2

2後

1

2

ワークショップ演習 2後 2

生涯学習論 2前 2

0
1

まちづくりとデータ分析 2前 12

1

水産資源論 3後

2

2

2

経済地理学 3後

地域産業史

貿易商務論 3後 2

13後

1

協同組合論 3後 2 1

12

農業経済論 3前 2

東アジア経済事情 3前 2

企業発展論 3前

地域金融論 3前 2 1 0
1

2

森林の管理と経営 3前 2

地域統計論 3前 2 1

近代産業技術史 3前

1

日本経済史 2後 2 1

現代科学技術論 2前
2後
2前
2後

2

中小企業論 2前 12

国際ビジネス論 2後 2

1

1

地域産業論 2前 2

食品安全政策論 3後 2

1経営法務論 2前 2

1

1

1労働政策論 3後 2

文化政策論 3後 2

環境政策論 3後 2

12

教育政策論 3後 2

ＮＰＯ論 3前 2

災害と防災 3前

保健医療政策論 3前 2 1 1

12

交通運輸政策論 3前 2

国際通商政策論 3前 2 1

自治体公務員論 3前
3後
3前

1 1

1

社会福祉政策論 2後 2

経済政策論 2後 2

3前後

3後
2

地方自治体論 2後 2

1
2

公共政策論 2前 2 1 0
1

地域政策とＧＩＳ活用 1

ＧＩＳ演習Ⅱ 3前 2 1

1
2
1

13



備　　　　考
助　教 助　手選　択 教　授必　修 自　由

専任教員等の配置

准教授 講　師
科目区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

兼 1 担当教員（宮沢哲男兼任講師）の健
康上の理由により、平成25年度は開
講しない（25）
配当年次を「3前」→「3後」へ変
更。
担当者変更（宮沢哲男兼任講師⇒森
田実兼任講師）（26）

担当者の一人である助教が准教授に
昇格（駒木伸比古准教授）（25）

兼 1 配当年次を「3後」→「3通」へ変更
（25）

兼 1

兼 1 担当科目の調整の結果、平成25年度
は開講しない（25）
担当科目の調整の結果、平成26年度
は、戸田敏行教授から加藤勝敏兼任
講師に担当者を変更（26）

兼 1 配当年次を「3後」→「3前」へ変更
（25）

配当年次を「2前」→「2後」へ変更
（25）
配当年次を「2後」→「2前」へ変更
（26）

配当年次を「2後」→「2前」へ変更
（26）

担当教員（早川勇教授）の健康上の
理由により、平成26年度は開講しな
い（26）

配当年次を「2後」→「2前」へ変更
（24）
配当年次を「2前」→「2後」へ変更
（25）

配当年次を「2後」→「2前」へ変更
（26）

高橋貴教授は、海外研修中のため、
平成25年度は担当しない（25）
履修希望者がいないため、平成26年
度は開講しない（26）

兼 1 配当年次を「3前」→「3通」へ変更
（25）
配当年次を「3通」→「3後」へ変更
（26）

兼 1 配当年次を「3後」→「3前」へ変更
（25）

担当者の一人である助教が准教授に
昇格（尼崎光洋准教授）（25）

担当者である准教授が教授に昇格
（湯川治敏教授）（26）

兼 1 配当年次を「3前」→「3通」へ変更
（26）

兼 1

配当年次を「3前」→「3後」へ変更
（26）

兼 1

担当者の一人である助教が准教授に
昇格（尼崎光洋准教授）（25）

兼 1 配当年次を「3前」→「3通」へ変更
（25）
配当年次を「3通」→「3前」へ変更
（26）

配当年次を「3後」→「3前」へ変更
（26）

兼 1 配当年次を「3後」→「2後」へ変更
（24）
担当者追加（新井野洋一教授）
（26）

兼 1

兼 1

展
開
科
目
群

ま
ち
づ
く
り
系
科
目

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
系
科
目

専
門
教
育
科
目

地
域
文
化
系
科
目

学校保健 3後 2

12

精神保健 3後 2

アダプテッド・スポーツ論 2後
3後

2 1

地域スポーツ運営論 3前
3後

スポーツ産業論 3後 2 1

スポーツ心理学 3前 2

セーフティ・マネジメント 3前
3通
3前

2

1 0
1

3前 2

スポーツ指導論 3後
3前

2 1

3前

公衆衛生 3前 2

12

3通
3前

2

0
1

2

1スポーツ経営学 3前 2

2健康行動論

スポーツ社会学 2後 2

スポーツ・バイオメカニクス 2後 1

1

0
1

ジュニアスポーツ論

スポーツ･マネジメント論

運動生理学

2 1

12後

2前 2 1

3後

多文化共生論 3後 2 1

3前
3後

世界遺産研究

13後 2

2グリーン・ツーリズム論

食具論

地域イノベーション論

フィールドワーク

コミュニティ・ビジネス論

健康・スポーツ政策論

エスニック・アート

言語と地域

地域通貨論

地域文化論

ツーリズム文化論

地域史料講読

フィールドワーク方法論

英米の文化とツーリズム

地域間交通史

未開講

3前
2 4

3後
3通
3前

2 1

1

地域史料研究

ツーリズム政策論 3前 2

13前 2

12

2前
2後

2 1

2後 2

2

未開講

2後

2後
4

2 1

2前
2後
2前

2

2

3前
3後

0
1

2 1

2

1

3後 2

3後 2

3後
未開講

3後

1 0
1

創造都市論 3通
3後

2

地域資源論

都市と水 3後
未開講

3前

2

2前
2後

地域の食文化 2後
2前
2後

2 1

2後 1

14



備　　　　考
助　教 助　手選　択 教　授必　修 自　由

専任教員等の配置

准教授 講　師
科目区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

兼 1 担当者の一人である准教授が教授に
昇格（湯川治敏教授）（26）

兼 1 配当年次を「3前」→「3通」へ変更
（26）
履修希望者がいないため平成26年度
は開講しない（26）

兼 1 履修希望者がいないため平成24年度
は開講しない（24）
通常開講（25）
履修希望者がいないため平成26年度
は開講しない（26）

兼 1 配当年次を「2前」→「2後」へ変
更。履修希望者がいないため平成24
年度は開講しない（24）
配当年次を「2後」→「2前」へ変
更。履修希望者がいないため平成25
年度及び26年度は開講しない（25・
26）

兼 1 配当年次を「2後」→「2前後」へ変
更。前期は履修希望者がいないため
開講しない（24）
通常開講（25）
担当者である元晶煜准教授、湯川治
敏准教授のクラスは、履修希望者が
いないため平成25年度は開講しない
（25）
担当者の一人である准教授が教授に
昇格（湯川治敏教授）（26）
通常開講（26）

兼 1 配当年次を「2後」→「2前後」へ変
更。後期は履修希望者がいないため
開講しない（24）
通常開講（25・26）

兼 1 履修希望者がいないため、平成25年
度及び平成26年度は開講しない
（25・26）

兼 1 担当者の一人である助教が准教授に
昇格（尼崎光洋准教授）。
学外で行う体育実技科目について
は、当分の間行わないことを大学と
して確認しているため、開講しない
（25・26）

兼 8 担当者の一人である助教が准教授に
昇格（尼崎光洋准教授）。
学外で行う体育実技科目について
は、当分の間行わないことを大学と
して確認しているため、開講しない
（25・26）

兼 1 配当年次を「3後」→「3前」へ変更
（25）
担当者追加（尼崎光洋准教授）
（26）

専
門
教
育
科
目

隣
接
・
関
連
科
目
群

1

1

1 2
1

0
1

1スポーツ方法Ⅷ 3前
3後

未開講

3前
1

スポーツ方法Ⅶ 未開講

3後

スポーツ方法Ⅵ 未開講

3前
1 2

1
0
1

スポーツ方法Ⅴ

1 1
2

スポーツ方法Ⅳ 2前後

2後
1 1

スポーツ方法Ⅲ 2前後
未開講

2前後

2後

1

スポーツ方法Ⅰ 未開講

2前
未開講

2前

1

スポーツ方法Ⅱ 未開講

2前
2後
2前

1

競技者育成論 未開講

3通
3前

2

1

文化情報・メディア論 2後 1 0
1

2

博物館概論 2前

ミュージアム展示論 2後 2

12

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

0
[　　0 ]

　　　　で，前年度報告時（平成２５年度に認可された大学等は設置認可時）より変更されているものは赤字見え消し

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。
　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

科目

270
[　　0 ]

　　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，届出時の計画

0 270
[　　0 ]

　　　　からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

[　　0 ]

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

設　置　時　の　計　画

科目

8

（注）・　未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，

科目科目 科目科目 科目

自　由

2628

必　修 選　択 自　由 計
備　　　　　　　　考

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

計

変　　更　　状　　況

必　修 選　択

262

科目

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

（２） 授業科目数

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 自然環境論 2 1 専門 選択
複数担当者科目であるが、担当者間の日程調
整ができず、本科目は未開講とした。代替措
置はなし。

２ 地域政策学特殊講義 2 3 専門 選択
複数担当者科目であるが、担当者間の日程調
整ができず、本科目は未開講とした。代替措
置はなし。

３
英米の文化とツーリズ
ム

2 2 専門 選択
担当教員の健康上の理由により、開講ができ
なくなった。代替措置はなし。

４ スポーツ方法Ⅵ 1 3 専門 選択

５ スポーツ方法Ⅶ 1 3 専門 選択

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目

学外で行う体育実技科目については、当分の
間行わないことを大学として確認しているた
め、本科目を未開講とした。代替措置はな
し。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

　「自然環境論」は、担当教員4名の複数担当者科目であり、1名は他校舎（名古屋校舎所属）教員である。時間割によ
る校舎間移動の都合により、全教員が実施可能な時間帯を調整できず、未開講とした。
　「地域政策学特殊講義」は、担当教員4名の複数担当者科目であり、毎回外部臨時講師を招聘して行う科目である。全
教員が実施可能な時間帯の調整と、外部臨時講師招聘の目途が立てられなかったため未開講とした。
　「自然環境論」、「地域政策学特殊講義」は、専門教育科目基幹科目群地域関連科目として配置し、本年度は春学
期、秋学期合わせて同系科目が11科目開講されているため、学生の履修選択の幅に支障は生じないものと判断した。学
生への周知は、学期初めの履修ガイダンス及び学生ポータルサイト（UNIVERSAL PASSPORT）において周知した。
　
　「英米の文化とツーリズム」は、専門教育科目 展開科目群 地域文化系科目であり、本年度は春学期、秋学期合わせ
て同系科目が15科目開講されるため、学生の履修選択の幅に支障は生じないものと判断した。学生への周知は、学期初
めの履修ガイダンス及び学生ポータルサイト（UNIVERSAL PASSPORT）において周知した

　「スポーツ方法Ⅵ」はウィンドサーフィンクラスと水泳・ダイビングの２クラス、「スポーツ方法Ⅶ」はスキー、ス
ノーボード、スケートの３クラスで学外において授業を行うことを設置計画では予定していたが、学外で行う体育実技
科目については、当分の間行わないことを大学として確認しているため、これらの科目を未開講とした。これらの科目
は、専門教育科目の中でも隣接関連科目群として配置しているため、学生の履修選択の幅に支障は生じないものと判断
した。学生への周知は、学期初めの履修ガイダンス及び学生ポータルサイト（UNIVERSAL PASSPORT）において周知し
た。

＝ 0.01
未開講科目と廃止科目の計

設置時の計画の授業科目数の計

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（４） 廃止科目【該当なし】

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　知方法」を記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周
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備考

愛知大学短期大学部
と共用

4

72,845　㎡

187,212　㎡

44,592 214,411

17,393　㎡ 169,819　㎡ 0　㎡

教室数の増減は、2号館の改
修、5号館の改装のため。
語学学習施設の補助職員は、
臨時職員2名を追加したため
（24）
教室数の増減は、6号館の改
装のため（25）
情報処理学習施設の補助職員
は、１名退職による減少
（26）

〔うち外国書〕

(14〔14〕)
(12〔12〕)
(10〔10〕)
(3〔3〕)

点

14〔14〕
12〔12〕
10〔10〕
3〔3〕

地域政策学部　地域政策学科 29

1　室
35
38　室

(４) 専任教員研究室

機械・器具、標本は大
学全体での共用分

10,350
10,500
5,400

19,869
29,049
17,500

0　㎡

区　　 分

校 舎 敷 地

（13）
(14)

新設学部等の名称 室　　　　　　数

冊

86〔39〕
82〔36〕
  〔34〕
79 〔18〕
70 〔13〕

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１)

計

0　㎡ 72,845　㎡

100,044

230,122

借用面積：15,068㎡
借用期間：平成22.3.1
から50年
愛知県海部郡蟹江町と
平成25年に土地の賃貸
借契約を締結し、校舎
敷地とは別地に運動場
用地を平成26年度より
使用のため（名古屋校
舎より近鉄電車及び徒
歩にて約30分）（26）

114,367　㎡17,393　㎡

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

　0　㎡179,098　㎡

6,432　㎡

48　室

(２) 校　　　　　舎

校
　
　
地
　
　
等

合　　　計

 82,431　　 ㎡

87,309

35
36

27,199

51,024

小　　　計

運動場用地
0　㎡

13
14

点 点種

室

演　習　室

31,213　㎡

(３) 教　　室　　等

（　　　　31,213　㎡）

26,836

実験実習室

３　施設・設備の整備状況，経費

23,825　㎡

（　　　　99,956㎡）

116,407

96,974　㎡

3,231　㎡ 116,875　㎡

（　　　　65,512　㎡）

講　義　室

愛知大学短期大学部と
共用
旧短大本館を取り壊し
たため（24）
車道校舎２号館取り壊
し及び名古屋校舎竣工
後の登記面積を反映し
たことにより差異が生
じたため（25）
豊橋校舎旧研究館を取
り壊したため（26）

116,908

121,285

2,763

（　　　　3,231㎡）

13
14

（19,869）
（29,049）
(17,500)
(17,422)

（13）
(14)

（10,350）
（10,357）
（10,335）
(10,088)
(5,352)

202,923　㎡

語学学習施設

（補助職員 3 5人）
2　室

情報処理学習施設

7　室
（補助職員 8 7人）

標　　本

地域政策学部

131,886〔50,968〕
〔50,940〕

134,425〔50,852〕

131,886〔50,968〕
〔50,940〕

134,425〔50,852〕

(14〔14〕)
(12〔12〕)
(10〔10〕)
(3〔3〕)

(131,886〔50,968〕)
(131,566〔50,940〕)
(131,153〔50,805〕)
(130,669〔50,747〕)
(131,095〔50,738〕)

(86〔39〕)
(82〔36〕)
(79〔34〕)
(52〔18〕)
(70〔13〕)

86〔39〕
82〔36〕
  〔34〕
79 〔18〕
70 〔13〕

(86〔39〕)
(82〔36〕)
(79〔34〕)
(52〔18〕)
(70〔13〕)

（10,350）
（10,357）
（10,335）
(10,088)
(5,352)

（19,869）
（29,049）
(17,500)
(17,422)

機械・器具

14〔14〕
12〔12〕
10〔10〕
3〔3〕

10,350
10,500
5,400

19,869
29,049
17,500

新設学部等
の名称

　

図
書
・
設
備

計

9,279　㎡ 0　㎡ 15,711　㎡そ　の　他

(５)
視聴覚資料

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

【図書（和書）・学術雑誌
（和書）】必要冊数が予定よ
り少なかっため減った（23）
【図書（外国書）・学術雑誌
（外国書）・機械・器具】精
選した結果増えた(23)
【視聴覚資料】当初ビデオ
テープとDVDのみを視聴覚資
料としていたが、より正確性
を期すべくCD、CD-ROMも加え
たため増えた（23）
【図書・学術雑誌・視聴覚資
料】新規購入分が追加（24・
25）
【機械・器具】名古屋校舎
（名古屋市中村区）開校に伴
う新規購入分が追加（25）
【図書・学術雑誌】新規購入
分が追加（26）
【視聴覚資料】資料の一部廃
棄及び新規購入の結果、全体
で減少した（26）
【機械・器具】【標本】名古
屋校舎（名古屋市中村区）開
校に伴う旧校舎分の廃棄によ
る減少（26）

平成26年度が完成年度のた
め、上段と下段の数値は同一
とする（26）

(131,886〔50,968〕)
(131,566〔50,940〕)
(131,153〔50,805〕)
(130,669〔50,747〕)
(131,095〔50,738〕)
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必要とした書籍が予定
よりも少なかったため
(23)
図書購入費の超過は、
必要とした書籍が予定
よりも多かったため
（24）

図書費には電子ｼﾞｬｰﾅ
ﾙ･ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの整備費
（運用ｺｽﾄ含む)を含
む。
図書購入費は既存の他
学部と比較し割り当て
を行った結果超過した
（26）

開設前年度は必要最小
限に留め、開設後順次
整備することとしたた
め(23)
「設備購入費」の超過
は、各種施設の改修工
事及びGIS教育用機器
備品等の購入による
（24）
「設備購入費」は、開
設後、順次教育用機器
備品を購入し、完成年
度は救急救命法実習機
器及び各種測定機、ソ
フト一式を購入した
（26）
「共同研究費等」は当
初の予定から減少した
（26）

図書購入費

設備購入費

面　　　　　積 収 納 可 能 冊 数

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２６年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、雑収入等

区　　　　分 開設年度

2,800千円 2,800千円 7,000千円

8,000千円

学生１人当
り

納付金

第１年次

―　千円

第４年次

 ―　千円

体育館以外のスポーツ施設の概要

第５年次 第６年次

7,000千円 7,000千円

8,000千円

31,786千円 3,086千円

開設前年度

910千円

　4,461 ㎡

面　　　　　積

第２年次 第３年次

1,110千円 910千円 910千円

(８)

(６) 図　　書　　館

(７) 体　　育　　館

経費
の見
積り

共同研究費等

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

経費の見
積り及び
維持方法
の概要

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

7,900 ㎡

完成年度

500千円

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（26）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

10,535千円

区　　分

6,991

テニスコート7面、プール1面、ゴルフ練習場1面、弓道場等

教員１人当り研究費等
5,028千円 10,521千円

閲 覧 座 席 数

利用者の利便向上を図
り座席数を増やしたた
め(23)
面積は誤りが判明し訂
正。書架を増設した結
果、閲覧座席数が減少
し、収納可能冊数が増
加した（24）
ラーニングコモンズ設
置のため、可動式の
机、椅子を導入したこ
とにより閲覧座席数が
減少した（26）

1,236千円 1,800千円 1,585千円

500千円

完成年度開設年度

819
834
853
830

800,600
793,050

8,000千円
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均定員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

文学部
愛知県豊橋市町
畑町字町畑１番
地の１

　人文社会学科 4 345 ― 1,360

学　士
（文学）
学　士

（心理学）
学　士

（社会学）

1.22
平成

17年度

平成24年度より文
学部人文社会学科
の入学定員を325
名から345名に変
更（24）

　哲学科 4 ― ― ―
学　士
（文学）

―
昭和

33年度

平成17年より学生
募集停止
平成24年3月31日
付廃止（24）

　社会学科 4 ― ― ―
学　士

（社会学）
―

昭和
24年度

平成17年より学生
募集停止
平成24年10月28日
付廃止（25）

　史学科 4 ― ― ―
学　士
（文学）

―
昭和

31年度

平成17年より学生
募集停止
平成25年3月31日
付廃止（25）

　日本・中国文学科 4 ― ― ―
学　士
（文学）

―
昭和

11年度

平成17年より学生
募集停止
平成23年12月17日
付廃止（24）

　欧米文学科 4 ― ― ―
学　士
（文学）

―
昭和

11年度

平成17年より学生
募集停止
平成23年5月28日
付廃止（24）

経済学部
愛知県名古屋市中
村区平池町四丁目
60番地6

平成24年度より経
済学部は名古屋校
舎（新設）へ移転
（24）

　経済学科 4 330 ― 1,320
学　士

（経済学）
1.21

平成
元年度

国際コミュニ
ケーション学部

同上

平成24年度より国
際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学
部は名古屋校舎
（新設）へ移転（24）

　　　英語
言語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

4 115 ― 460
学　士

（外国語）
1.21

平成
10年度

平成25年度より言
語コミュニケーショ
ン学科を英語学科
に名称変更（25）

　比較文化学科 4 115 ― 460
学　士
（比較
文化）

1.14
平成

10年度

４　既設大学等の状況

　愛　知　大　学
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法  学  部 同上
平成24年度より法
学部は名古屋校舎
（新設）へ移転（24）

　法学科 4 315 ― 1,260
学　士
（法学）

1.19
平成

元年度

経営学部 同上

平成24年度より経
営学部は名古屋校
舎（新設）へ移転
（24）

　経営学科 4 250 ― 1,000
学　士

（経営学）
1.25

平成
元年度

　会計ﾌｧｲﾅﾝｽ学科 4 125 ― 500
学　士

（経営学）
1.19

平成
17年度

現代中国学部 同上

平成24年度より現
代中国学部は名古
屋校舎（新設）へ移
転（24）

　現代中国学科 4 180 ― 720
学　士
（現代中
国学）

1.18
平成
9年度

地域政策学部
愛知県豊橋市町
畑町字町畑１番
地の１

　地域政策学科 4 220 ― 880
学　士
（地域政
策学）

1.20
平成

23年度

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均定員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

ラ イ フ デ ザ イ ン
総 合 学 科

2 100 ― 200
短 期 大 学 士
（ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ
総 合 ）

1.16
平成

17年度

愛知県豊橋市町
畑町字町畑１番
地の１

平成24年度より
入学定員を200
名から100名に変
更（24）

　　　・　大学，短期大学においては学科単位（短期大学において専攻課程を置くときは専攻課程単位），
　　　　大学院においては専攻単位で記入してください。

　　　・　「平均定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　については，記入する必要はありません。）

　　　・　学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，「備考」に「平成

　　　　○年より学生募集停止」と記入してください。

（注）・　本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２６年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。（ただし，専攻科に係るもの

　　　　している場合には，専攻課程）単位で記入してください。

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科（短期大学において専攻課程を設置

　愛　知　大　学　短　期　大　学　部
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「東海地域の今日的課題」は、平成25
年度より複数の教員がオムニバス形式
にて担当することとなったため追加
（25）

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（25）

｢学習法｣は、輪番制のため平成23年度
及び平成26年度は担当しない(23・26)

｢ゼミナールⅠ」は、履修希望者がい
ないため、平成25年度は担当しない
（25）

「ゼミナールⅡ」は、平成25年度に
「ゼミナールⅠ」を担当していないた
め、平成26年度は担当しない（26）

「卒業研究」は、平成25年度に「ゼミ
ナールⅠ」を担当していないため、平
成26年度は担当しない（26）

｢政治学｣は、教育の充実を図るため追
加 (23)

総合科目

東海地域の今
日的課題　※

「学習法」は、輪番制のため平成24年
度及び平成26年度は担当しない（24・
26）

自治体公務員
論

学習法 学習法

研究法 研究法

ゼミナールⅠ

ゼミナールⅡ

地域行政論 地域行政論

地域の自治と
政治

地域の自治と
政治

行政学

現代の地域問
題　※

現代の地域問
題　※

自治体公務員
論

ゼミナールⅡ

卒業研究 卒業研究

ゼミナールⅠ

政治学

行政学

総合中国語Ⅱ

ゼミナールⅠ

卒業研究

基礎中国語Ⅱ

総合中国語Ⅰ

言語と地域

ゼミナールⅡ

学習法

専 教授 今里　佳奈子 平成23年4月

荒川　清秀 平成23年4月専 教授

ゼミナールⅡ

入門中国語Ⅰ

入門中国語Ⅱ

基礎中国語Ⅰ

学習法

研究法 研究法

ゼミナールⅠ ゼミナールⅠ

日本経済史

地域産業史 地域産業史

学習法

インターン
シップ

インターン
シップ

企業発展論 企業発展論

日本経済史

ゼミナールⅡ

就任予定年月

専 教授 阿部　聖 平成23年4月

専任・

兼任　

兼担・

の別　 の別　

氏　　名職名職名 就任予定年月氏　　名 担当授業科目名

５　教員組織の状況

＜地域政策学部　地域政策学科＞

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

（１） 担当教員表

備　　考
担当授業科目名

兼担・

兼任　

「学習法」は、輪番制のため平成25年
度は担当しない（25）

卒業研究 卒業研究
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就任予定年月

専任・

兼任　

兼担・

の別　 の別　

氏　　名職名職名 就任予定年月氏　　名 担当授業科目名

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・
備　　考

担当授業科目名
兼担・

兼任　

「東海地域の今日的課題」は、平成25
年度より、複数の教員がオムニバス形
式にて担当することとなった（25）

「ワークショップとまちづくり」は、
履修希望者がいないため、平成26年度
は開講しない（26）

「学習法」は、輪番制のため平成24年
度及び平成26年度は担当しない（24・
26）

「フィールドワーク」は、履修希望者
がいないため、平成26年度は開講しな
い（26）

「東海地域の今日的課題」は、平成25
年度より複数の教員がオムニバス形式
にて担当することとなったため追加
（25）

｢学習法｣は、輪番制のため平成23年
度、平成24年度、平成25年度及び平成
26年度は担当しない(23・24・25・26)

｢ゼミナールⅠ」は、担当科目の調整
の結果、平成25年度及び平成26年度は
担当しない（25・26）

「ゼミナールⅡ」は、平成25年度に
「ゼミナールⅠ」を担当していないた
め、平成26年度は担当しない（26）

「卒業研究」は、平成25年度に「ゼミ
ナールⅠ」を担当していないため、平
成26年度は担当しない（26）

「学習法」は、輪番制のため平成24年
度及び平成25年度は担当しない（24・
25）

統計学入門

物質の科学

卒業研究

宇宙の科学

専 教授 小津　秀晴 平成23年4月

ゼミナールⅠ

現代技術と社
会

確率入門

総合演習

自然環境論
※

現代科学技術
論

ゼミナールⅡ

学習法

ゼミナールⅡ

卒業研究

ゼミナールⅡ

ゼミナールⅠ

学習法

ゼミナールⅠ

食具論　※

学習法

食具論　※

フィールド
ワーク

博物館概論

フィールドワー
ク方法論　※

博物館概論

「総合科目」は、担当科目の調整の結
果、平成23年度は担当しない（23）

地域の食文化

フィールド
ワーク　※

フィールドワー
ク方法論　※

卒業研究

総合科目 総合科目

専 教授 印南　敏秀 平成23年4月

地域の食文化

民俗学 民俗学

現代の地域問
題　※

ワークショップ
とまちづくり

ゼミナールⅡ

卒業研究

研究法

東海地域の今
日的課題　※

ゼミナールⅠ

中山間過疎地
域論

学習法

専 教授 岩崎　正弥 平成23年4月

地域学概論

東海地域の今
日的課題　※

「自然環境論」は、担当科目の調整の
結果、平成26年度は開講しない（26）
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就任予定年月

専任・

兼任　

兼担・

の別　 の別　

氏　　名職名職名 就任予定年月氏　　名 担当授業科目名

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・
備　　考

担当授業科目名
兼担・

兼任　

「総合演習」は、当該学部と文学部の
共通教育科目として開講されている
が、沓掛俊夫教授が担当する科目はに
ついては、当該学部の履修希望者がい
ないため、平成24年度は当該学部の科
目としては開講しない（24）
「総合演習」は、履修希望者がいない
ため、平成25年度は開講しない（25）
「総合演習」は、担当科目の調整の結
果、平成26年度は担当しない（26）

「学習法」は、輪番制のため平成24年
度及び平成25年度は担当しない（24・
25）

「ゼミナールⅠ」は、担当科目の調整
の結果、平成26年度は担当しない
（26）

「自然環境論」は、担当科目の調整の
結果、平成26年度は開講しない（26）

｢研究法」は、担当科目の調整の結果
追加（25）

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（26）

｢社会データ分析入門｣は、担当科目の
調整の結果、平成23年度は担当しない
(23)

「情報総合演習」は、担当科目の調整
の結果、平成23年度、平成24年度、平
成25年度及び平成26年度は担当しない
（23・24・25・26）

「ゼミナールⅠ」は、履修希望者がい
なかったため、平成26年度は担当しな
い（26）

「東海地域の今日的課題」は、平成25
年度より複数の教員がオムニバス形式
にて担当することとなったため追加
（25）

地域政策学特
殊講義　※

食品安全政策
論

食品安全政策
論

学習法

総合科目

｢学習法｣は、輪番制のため平成23年度
及び平成24年度は担当しない(23･24)

研究法

学習法

情報総合演習 情報総合演習

GIS演習Ⅱ GIS演習Ⅱ

社会データ分
析入門

学習法

研究法
専 教授 蒋　　湧 平成23年4月

社会データ分
析入門

ゼミナールⅠ

ゼミナールⅡ ゼミナールⅡ

卒業研究

東海地域の今
日的課題　※

GIS演習Ⅰ GIS演習Ⅰ

生物の科学 生物の科学

リスクコミュ
ニケーション

リスクコミュ
ニケーション

物質の科学 物質の科学

｢生物の科学｣は、広木詔三兼担教授が
複数クラスを担当することとなったた
め、平成23年度は担当しない(23)

卒業研究

研究法

自然環境論
※

自然環境論
※

地域政策学特
殊講義

ゼミナールⅠ

ゼミナールⅡ ゼミナールⅡ

学習法

ゼミナールⅠ

卒業研究

平成23年4月功刀　由紀子教授専

災害と防災

地球環境問題

卒業研究

地球の科学

科学技術史

総合演習

学習法

数理科学

自然環境論
※

ゼミナールⅠ

ゼミナールⅡ

専 教授 沓掛　俊夫 平成23年4月

卒業研究

「GIS演習Ⅰ」は、担当科目の調整の
結果、平成25年度及び平成26年度は担
当しない（25・26）

「地域政策学特殊講義」は、担当科目
の調整の結果、平成26年度は開講しな
い（26）

「自然環境論」は、担当科目の調整の
結果、平成26年度は開講しない（26）

｢学習法｣は、輪番制のため平成23年度
及び平成26年度は担当しない(23・26)

ゼミナールⅠ
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「学習法」は、輪番制のため平成24年
度及び平成25年度は担当しない（24・
25）

「研究法」は、担当科目の調整の結
果、平成25年度は担当しない（25）

「地域コミュニティ論」は、佐藤正之
兼担助教の担当分を担当することに伴
い追加（26）

「地域政策学特殊講義」は、平成25年
度より複数の教員がオムニバス形式に
て担当することになったため追加
（25）

｢学習法｣は、輪番制のため平成23年
度、平成24年度及び平成25年度は担当
しない(23・24・25)

｢ゼミナールⅠ」は、高橋貴教授が海
外研修中のため、平成25年度は担当し
ない（25）

「ゼミナールⅡ」は、平成25年度に
「ゼミナールⅠ」を担当していないた
め、平成26年度は担当しない（26）

「卒業研究」は、平成25年度に「ゼミ
ナールⅠ」を担当していないため、平
成26年度は担当しない（26）

｢研究法」は、教育の充実を図るため
追加（24）
「研究法」は、高橋貴教授が海外研修
中のため、平成25年度は担当しない
（25）

「中国語会話（初級）Ⅰ」は、履修希
望者がいないため、平成25年度は開講
しない（25）

「中国語会話（初級）Ⅱ」は、履修希
望者がいないため、平成25年度は開講
しない（25）

「中国語会話（中級）Ⅰ」は、履修希
望者がいないため平成24年度は開講し
ない（24）
「中国語会話（中級）Ⅰ」は、担当科
目の調整の結果、平成25年度及び平成
26年度は担当しない（25・26）

「コミュニケーション中国語ⅠB」
は、履修希望者がいないため、平成25
年度は開講しない（25）

専 教授 張　　筱平 平成23年4月

応用中国語Ⅱ 応用中国語Ⅱ

中国語会話
（初級）Ⅰ

中国語会話
（初級）Ⅰ

応用中国語Ⅰ 応用中国語Ⅰ

中国語会話
（初級）Ⅱ

中国語会話
（中級）Ⅰ

卒業研究

地域文化論

ゼミナールⅡ

フィールド
ワーク

研究法

ミュージアム
展示論

卒業研究

地域コミュニ
ティ論

地域文化論

フィールドワー
ク方法論　※

ミュージアム
展示論

エスニック・
アート

専 教授 高橋　貴 平成23年4月

現代の地域問
題　※

現代の地域問
題　※

地域産業論 地域産業論

中小企業論 中小企業論

地域政策学特
殊講義　※

ゼミナールⅡ

ゼミナールⅠ

フィールドワー
ク方法論　※

学習法 学習法

フィールド
ワーク

ゼミナールⅠ

エスニック・
アート

コミュニケー
ション中国語ⅠB

コミュニケー
ション中国語ⅠA

中国語会話
（中級）Ⅱ

基礎中国語Ⅰ

基礎中国語Ⅱ

コミュニケー
ション中国語ⅠB

中国語会話
（中級）Ⅰ

コミュニケー
ション中国語ⅠA

学習法

卒業研究

卒業研究

地域統計論

研究法 研究法

ゼミナールⅠ

ゼミナールⅡ

学習法

「基礎中国語Ⅰ」及び「基礎中国語
Ⅱ」は、孟文蕾兼任講師及び高橋めぐ
み兼任講師の担当分を担当することに
伴い追加（26）

「中国語会話（中級）Ⅱ」は、履修希
望者がいないため平成24年度は開講し
ない（24）
「中国語会話（中級）Ⅱ」は、担当科
目の調整の結果、平成25年度及び平成
26年度は担当しない（25・26）

専 教授 鈴木　誠 平成23年4月

ゼミナールⅡ

地域統計論

中国語会話
（初級）Ⅱ

ゼミナールⅠ

中国語会話
（中級）Ⅱ

「フィールドワーク」は、高橋貴教授
が海外研修中のため、平成25年度は担
当しない（25）
「フィールドワーク」は、履修希望者
がいないため、平成26年度は開講しな
い（26）
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「地域イノベーション論」は、平成25
年度は開講しない（25）
「地域イノベーション論」は、担当科
目の調整の結果、平成26年度は加藤勝
敏兼任講師が担当（26）

｢学習法｣は、輪番制のため平成26年度
は担当しない(26)

「研究法」は、担当科目の調整の結
果、平成2526年度は担当しない
（2526）

「東海地域の今日的課題」は、平成25
年度より複数の教員がオムニバス形式
にて担当することとなったため追加
（25）
「東海地域の今日的課題」は、担当科
目の調整の結果、平成26年度は担当し
ない（26）

｢ゼミナールⅠ」は、担当科目の調整
の結果、平成25年度及び平成26年度は
担当しない（25・26）

「ゼミナールⅡ」は、平成25年度に
「ゼミナールⅠ」を担当していないた
め、平成26年度は担当しない（26）

「卒業研究」は、平成25年度に「ゼミ
ナールⅠ」を担当していないため、平
成26年度は担当しない（26）

｢日本語・論文技術（応用）Ⅰ」は、
石川智嘉子兼任講師の担当分を担当す
ることに伴い追加。しかし、当該科目
は、2年次留学生を対象としており、
平成24年度は2年次留学生不在のため
当該学部生は履修していない（24）

｢学習法｣は、輪番制のため平成23年度
は担当しない(23)

「研究法」は、担当科目の調整の結
果、平成25年度は担当しない（25）

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（25）

｢日本語・表現Ⅰ｣及び｢日本語・表現
Ⅱ｣は、留学生を対象としており、平
成23年度は留学生不在のため開講しな
い(23)

ゼミナールⅡ ゼミナールⅡ

総合科目

卒業研究 卒業研究

貿易商務論 貿易商務論

学習法

ゼミナールⅠ ゼミナールⅠ

国際ビジネス
論

国際ビジネス
論

経営法務論

学習法

研究法 研究法

国際通商政策
論

国際通商政策
論

経営法務論

専 教授 名和　聖高 平成23年4月

卒業研究 卒業研究

ゼミナールⅠ ゼミナールⅠ

ゼミナールⅡ ゼミナールⅡ

多文化共生論

日本語・論文技
術（応用）Ⅰ

日本語・表現
Ⅱ

日本語・総合
Ⅰ

日本語・表現
Ⅱ

日本語・表現
Ⅰ

日本語・総合
Ⅱ

アカデミック
日本語Ⅰ

日本語学

ビジネス日本
語Ⅱ

ビジネス日本
語Ⅱ

日本語・表現
Ⅰ

多文化共生論

学習法 学習法

日本語学

アカデミック
日本語Ⅱ

ビジネス日本
語Ⅰ

研究法

ビジネス日本
語Ⅰ

専 教授 中崎　温子 平成23年4月

日本語・総合
Ⅰ

日本語・総合
Ⅱ

アカデミック
日本語Ⅰ

アカデミック
日本語Ⅱ

都市計画学 都市計画学

地域イノベー
ション論

地域イノベー
ション論

国土計画論

卒業研究

ゼミナールⅠ

ゼミナールⅡ ゼミナールⅡ

東海地域の今
日的課題　※

国土計画論

学習法 学習法

卒業研究

専 教授 戸田　敏行 平成23年4月

「日本語・総合Ⅰ」及び「日本語・総
合Ⅱ」は、2年次留学生を対象として
おり、平成24年度は2年次留学生不在
のため当該学部生は履修していない
（24）

「アカデミック日本語Ⅰ」及び「アカ
デミック日本語Ⅱ」は、当該学部と文
学部の共通教育科目として開講されて
いるが、当該学部の3年次留学生不在
のため、平成25年度は当該学部の科目
としては開講しない（25）

「ビジネス日本語Ⅰ」及び「ビジネス
日本語Ⅱ」は、当該学部と文学部の共
通教育科目として開講されているが、
当該学部の3年次留学生不在のため、
平成25年度は当該学部の科目としては
開講しない（25）

ゼミナールⅠ

研究法
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「スポーツ実技Ⅰ」のうち新井野洋一
教授が担当する科目は、履修希望者が
いないため平成24年度及び平成25年度
は開講しない（24・25）
「スポーツ実技Ⅰ」は、担当科目の調
整の結果、平成26年度は担当しない
（26）

「スポーツ実技Ⅱ」は、担当科目の調
整の結果、平成25年度は開講しない
（25）

「スポーツ方法Ⅳ」は、履修希望者が
いないため、平成24年度は開講しない
（24）

「スポーツ方法Ⅶ」は、学外で行う体
育実技科目については、当分の間行わ
ないことを大学として確認しているた
め、平成25年度及び平成26年度は開講
しない（25・26）

「学習法」は、輪番制のため平成24年
度、平成25年度及び平成26年度は担当
しない（24・25・26）

「研究法」は、担当科目の調整の結
果、平成26年度は担当しない（26）

「東海地域の今日的課題」は、平成25
年度より複数の教員がオムニバス形式
にて担当することとなったため追加
（25）

「アダプテッド・スポーツ論」は、担
当科目の調整の結果、平成26年度より
追加（26）

「学習法」は、輪番制のため平成26年
度は担当しない（26）

「東海地域の今日的課題」は、平成25
年度より複数の教員がオムニバス形式
にて担当することとなったため追加
（25）

「地域政策学特殊講義」は、平成25年
度より複数の教員がオムニバス形式に
て担当することになったため追加
（25）

ゼミナールⅡ

東海地域の今
日的課題　※

研究法

ゼミナールⅠ ゼミナールⅠ

ゼミナールⅡ

学習法

経済政策論 経済政策論

地方財政論 地方財政論

財政学

ゼミナールⅡ

東海地域の今
日的課題　※

平成23年4月

卒業研究

地域政策学特
殊講義　※

学習法

財政学

ゼミナールⅠ

スポーツ方法
Ⅳ

スポーツ方法
Ⅶ

学習法 学習法

研究法

スポーツ方法
Ⅳ

健康・スポー
ツ政策論

少子高齢社会
論

研究法

ゼミナールⅠ

スポーツ実技
Ⅱ

現代の地域問
題　※

地域スポーツ
運営論

現代の地域問
題　※

少子高齢社会
論

地域スポーツ
運営論

健康・スポー
ツ政策論

卒業研究

スポーツ指導
論

スポーツ・健
康演習　※

スポーツ・健
康演習　※

スポーツ実技
Ⅰ

スポーツ実技
Ⅰ

スポーツ文化
論

スポーツ文化
論

スポーツ実技
Ⅱ

ゼミナールⅡ

スポーツ指導
論

スポーツ方法
Ⅶ

卒業研究 卒業研究

専 教授 西堀　喜久夫

研究法

専 教授 新井野　洋一 平成23年4月

アダプテッ
ド・スポーツ
論　※
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「Reading」は、担当科目の調整の結
果、平成24年度、平成25年度及び平成
26年度は担当しない（24・25・26）

「TOEIC」は、担当科目の調整の結
果、平成24年度、平成25年度及び平成
26年度は担当しない（24・25・26）

「Advanced ReadingⅠ」は、担当科目
の調整の結果、平成24年度及び平成25
年度は担当しない（24・25）

「Advanced ReadingⅡ」は、担当科目
の調整の結果、平成24年度及び平成25
年度は担当しない（24・25）

「言語と文化」は、早川勇教授の健康
上の理由により、平成26年度は担当し
ない（26）
「英米の文化とツーリズム」は、早川
勇教授の健康上の理由により、平成26
年度は担当しない（26）

｢研究法」は、担当科目の調整の結果
追加（25）
「研究法」は、担当科目の調整の結
果、平成26年度は担当しない（26）

外国理解（韓
国語圏）Ⅱ

Practical
English Ⅱ

「学習法」は、輪番制のため平成24年
度、平成25年度及び平成26年度は担当
しない（24・25・26）

海外セミナー(フ
ランス語)Ⅱ

海外セミナー(フ
ランス語)Ⅱ

海外セミナー
（中国語）Ⅱ

海外セミナー
（中国語）Ⅰ

海外セミナー
（英語）Ⅱ

海外セミナー
（ドイツ語）Ⅱ

海外セミナー
（中国語）Ⅰ

海外セミナー
（韓国語）Ⅰ

外国理解（中
国語圏）Ⅱ

外国理解（中
国語圏）Ⅱ

外国理解（英
語圏）Ⅰ

外国理解（英
語圏）Ⅰ

外国理解（英
語圏）Ⅱ

海外セミナー
（英語）Ⅰ

Practical
English Ⅰ

研究法

言語と文化

Advanced
Reading Ⅱ

ゼミナールⅠ

卒業研究

外国理解（タ
イ語圏）Ⅱ

学習法

ゼミナールⅡ

海外セミナー
（韓国語）Ⅱ

「外国理解Ⅰ」及び「外国理解Ⅱ」の
各授業科目は、留学学修成果認定科目
であり、平成23年度、平成24年度及び
平成25年度は対象者がいないため担当
しない（23・24・25）

外国理解（フラ
ンス語圏）Ⅰ

「Practical EnglishⅠ」及び
「Practical EnglishⅡ」は、小島基
洋兼担准教授（平成24年3月退職）の
担当分を担当することに伴い追加
（24）
「Practical EnglishⅠ」及び
「Practical EnglishⅡ」は、担当科
目の調整の結果、平成26年度は担当し
ない（26）

外国理解（韓
国語圏）Ⅱ

専

外国理解（ド
イツ語圏）Ⅱ

外国理解（ド
イツ語圏）Ⅱ

外国理解（フラ
ンス語圏）Ⅱ

外国理解（フラ
ンス語圏）Ⅱ

外国理解（タ
イ語圏）Ⅰ

外国理解（タ
イ語圏）Ⅰ

外国理解（タ
イ語圏）Ⅱ

海外セミナー
（韓国語）Ⅰ

英米の文化と
ツーリズム

外国理解（中
国語圏）Ⅰ

外国理解（中
国語圏）Ⅰ

外国理解（韓
国語圏）Ⅰ

外国理解（韓
国語圏）Ⅰ

早川　勇 平成23年4月

TOEIC TOEIC

Advanced
Reading Ⅰ

Advanced
Reading Ⅰ

Reading Reading

教授

卒業研究

学習法

ゼミナールⅡ

海外セミナー
（ドイツ語）Ⅱ

海外セミナー
（韓国語）Ⅱ

海外セミナー
（英語）Ⅱ

外国理解（ド
イツ語圏）Ⅰ

Advanced
Reading Ⅱ

海外セミナー
（英語）Ⅰ

海外セミナー
（ドイツ語）Ⅰ

海外セミナー
（ドイツ語）Ⅰ

海外セミナー(フ
ランス語)Ⅰ

海外セミナー(フ
ランス語)Ⅰ

言語と文化

外国理解（フラ
ンス語圏）Ⅰ

海外セミナー
（中国語）Ⅱ

外国理解（ド
イツ語圏）Ⅰ

外国理解（英
語圏）Ⅱ

「海外セミナーⅠ」及び「海外セミ
ナーⅡ」の各授業科目は、海外短期語
学セミナー学修成果認定科目であり、
平成23年度及び平成2425年度は対象者
がいないため担当しない（23・2425）

「海外セミナー（英語）Ⅰ」は、通常
開講。
「海外セミナー（英語）Ⅰ」以外の
「海外セミナーⅠ」の授業科目及び
「海外セミナーⅡ」の各授業科目は、
平成24年度は当該学部の対象者がいな
いため当該学部の科目としては開講し
ない（24）

ゼミナールⅠ

英米の文化と
ツーリズム

27



就任予定年月

専任・

兼任　

兼担・

の別　 の別　

氏　　名職名職名 就任予定年月氏　　名 担当授業科目名

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・
備　　考

担当授業科目名
兼担・

兼任　

「フィールドワーク」は、履修希望者
がいないため、平成26年度は開講しな
い（26）

「東海地域の今日的課題」は、平成25
年度より複数の教員がオムニバス形式
にて担当することとなったため追加
（25）

「フィールドワーク」は、履修希望者
がいないため、平成26年度は開講しな
い（26）

「研究法」は、教育の充実を図るため
追加（24）

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（25）

「スポーツ・健康演習」は、担当科目
の調整の結果、平成25年度及び平成26
年度は担当しない（26）

「スポーツ実技Ⅰ」は、履修希望者が
いないため平成24年度は開講しない
（24）

「スポーツ実技Ⅱ」のうち元晶煜准教
授が担当する科目は、履修希望者がい
ないため、平成25年度は開講しない
（25）

「スポーツ方法Ⅲ」は、元晶煜准教授
が担当する科目は、履修希望者がいな
いため、平成25年度は開講しない
（25）

「東海地域の今日的課題」は、平成25
年度より複数の教員がオムニバス形式
にて担当することとなったため追加
（25）

総合科目

フィールドワー
ク方法論　※

卒業研究 卒業研究

ゼミナールⅡ

東海地域の今
日的課題　※

研究法 研究法

ゼミナールⅠ ゼミナールⅠ

スポーツ経営
学

スポーツ･マネ
ジメント論

卒業研究

スポーツ実技
Ⅰ

スポーツ実技
Ⅰ

スポーツ実技
Ⅱ

スポーツ実技
Ⅱ

スポーツ・健
康演習　※

スポーツ社会
学

ゼミナールⅡ

専 准教授 元　　晶煜 平成23年4月
スポーツ産業
論

スポーツ方法
Ⅲ

学習法 学習法

スポーツ社会
学

スポーツ経営
学

スポーツ産業
論

スポーツ･マネ
ジメント論

スポーツ方法
Ⅲ

ゼミナールⅡ

研究法

ゼミナールⅡ

現代の地域問
題　※

現代の地域問
題　※

地域生活史 地域生活史

歴史学

渡辺　和敏教授専

地域史料講読

フィールドワー
ク方法論　※

地域史料研究

フィールド
ワーク

ゼミナールⅠ

地域間交通史

学習法

フィールドワー
ク方法論※

フィールドワー
ク方法論※

ゼミナールⅡ

世界遺産研究

ツーリズム政
策論

ツーリズム政
策論

ツーリズム文
化論

フィールド
ワーク

フィールド
ワーク　※

専

ツーリズム文
化論

教授 安福　恵美子

研究法研究法

卒業研究

学習法

ゼミナールⅡ

ゼミナールⅠ

世界遺産研究

｢学習法｣は、輪番制のため平成23年度
及び平成25年度は担当しない(23・25)

学習法

ゼミナールⅠ

学習法

地域史料研究

卒業研究

東海地域の今
日的課題　※

ゼミナールⅠ

歴史学

地域史料講読

地域間交通史

フィールド
ワーク　※

｢学習法｣は、輪番制のため平成23年
度、平成24年度、平成25年度は担当し
ない(23・24・25)

卒業研究

平成24年4月

平成23年4月

スポーツ・健
康演習　※
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就任予定年月

専任・

兼任　

兼担・

の別　 の別　

氏　　名職名職名 就任予定年月氏　　名 担当授業科目名

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・
備　　考

担当授業科目名
兼担・

兼任　

平成26年4月教授昇格（26）

「学習法」は、輪番制のため平成26年
度は担当しない（26）

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（25）

「東海地域の今日的課題」は、担当科
目の調整の結果追加（26）

平成23年4月教授昇格（23）

「東海地域の今日的課題」は、担当科
目の調整の結果追加（26）

平成26年4月教授昇格（26）

「学習法」は、輪番制のため平成26年
度は担当しない（26）

「研究法」は、担当科目の調整の結
果、平成26年度は担当しない（26）

「東海地域の今日的課題」は、平成25
年度より複数の教員がオムニバス形式
にて担当することとなったため追加
（25）

総合科目

卒業研究

卒業研究 卒業研究

ゼミナールⅡ

教授
研究法

ゼミナールⅠ ゼミナールⅠ

東海地域の今
日的課題　※

公共政策論

政策過程論 政策過程論

政策評価論 政策評価論

地域政策入門 地域政策入門

公共政策論

学習法 学習法

ゼミナールⅡ

研究法
専 准教授 野田　遊 平成23年4月

ゼミナールⅡ

東海地域の今
日的課題　※

労働政策論 労働政策論

学習法

ゼミナールⅠ

ゼミナールⅡ

社会福祉政策
論

社会福祉政策
論

保健医療政策
論

保健医療政策
論

現代の地域問
題　※

教授

ゼミナールⅠ

東海地域の今
日的課題　※

専 准教授 西村　正広 平成23年4月

学習法

研究法 研究法

現代の地域問
題　※

研究法

ゼミナールⅠ ゼミナールⅠ

現代経済事情

地域金融論 地域金融論

学習法

ゼミナールⅡ ゼミナールⅡ

学習法

理論経済学 理論経済学

金融論 金融論

現代経済事情

教授

研究法

専 准教授 竹田　聡 平成23年4月

卒業研究

専 准教授 片倉　和人 平成24年4月

ワークショッ
プ演習

学習法

研究法

ゼミナールⅠ

農業経済論

ゼミナールⅡ

卒業研究

協同組合論

｢学習法｣は、輪番制のため平成23年度
及び平成25年度は担当しない(23・25)

卒業研究 卒業研究
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就任予定年月

専任・

兼任　

兼担・

の別　 の別　

氏　　名職名職名 就任予定年月氏　　名 担当授業科目名

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・
備　　考

担当授業科目名
兼担・

兼任　

平成26年4月教授昇格（26）

「スポーツ・健康演習」のうち湯川治
敏准教授が代表者である科目は、当該
学部の履修者がいないため、平成24年
度は当該学部の科目としては開講しな
い（24）

「スポーツ方法Ⅲ」のうち湯川治敏准
教授が担当する科目は、履修希望者が
いないため、平成24年度及び平成25年
度は開講しない（24・25）

「スポーツ方法Ⅵ」は、学外で行う体
育実技科目については、当分の間行わ
ないことを大学として確認しているた
め、平成25年度及び平成26年度は開講
しない（25・26）

「スポーツ方法Ⅶ」は、学外で行う体
育実技科目については、当分の間行わ
ないことを大学として確認しているた
め、平成25年度及び平成26年度は開講
しない（25・26）

平成25年4月准教授昇格（25）

「スポーツ方法Ⅵ」は、学外で行う体
育実技科目については、当分の間行わ
ないことを大学として確認しているた
め、平成25年度及び平成26年度は開講
しない（25・26）

「スポーツ方法Ⅶ」は、学外で行う体
育実技科目については、当分の間行わ
ないことを大学として確認しているた
め、平成25年度及び平成26年度は開講
しない（25・26）

「学習法」は、輪番制のため平成25年
度は担当しない（25）

「スポーツ方法Ⅷ」は、担当科目の調
整の結果、平成26年度より追加（26）

スポーツ心理
学

学習法

研究法 研究法

ゼミナールⅠ ゼミナールⅠ

ゼミナールⅡ ゼミナールⅡ

スポーツ心理
学

学習法

卒業研究

スポーツ方法
Ⅶ

スポーツ方法
Ⅶ

スポーツ・健
康演習　※

スポーツ実技
Ⅰ

スポーツ実技
Ⅰ

スポーツ実技
Ⅱ

スポーツ実技
Ⅱ

「スポーツ実技Ⅰ」は、履修希望者が
いないため平成24年度は開講しない
（24）

スポーツ方法
Ⅵ

ゼミナールⅡ

スポーツ方法
Ⅶ

学習法

スポーツ方法
Ⅵ

文化情報・メ
ディア論　※

スポーツ・バイ
オメカニクス 教授

情報総合演習

スポーツ実技
Ⅱ

スポーツ・健
康演習　※

スポーツ実技
Ⅰ

スポーツ工学

地域政策とＧ
ＩＳ活用

マルチメディ
ア表現

スポーツ方法
Ⅲ

ゼミナールⅠ

卒業研究

専 准教授 湯川　治敏 平成23年4月

スポーツ方法
Ⅷ　※

｢情報総合演習｣は、担当科目の調整の
結果、平成23年度、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

｢学習法｣は、輪番制のため平成23年度
及び平成24年度は担当しない(23･24)

「スポーツ実技Ⅰ」のうち湯川治敏准
教授が担当する科目は、履修希望者が
いないため平成24年度及び平成25年度
は開講しない（24・25）

専 助教 平成23年4月尼崎　光洋

健康行動論

准教授

スポーツ・健
康演習　※

健康行動論

卒業研究

スポーツ方法
Ⅵ
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就任予定年月

専任・

兼任　

兼担・

の別　 の別　

氏　　名職名職名 就任予定年月氏　　名 担当授業科目名

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・
備　　考

担当授業科目名
兼担・

兼任　

｢社会データ分析入門｣は、担当科目の
調整の結果追加 (23)
「社会データ分析入門」は、担当科目
の調整の結果、平成25年度及び平成26
年度は担当しない（25・26）

「東海地域の今日的課題」は、平成25
年度より複数の教員がオムニバス形式
にて担当することとなったため追加
（25）

「GIS演習Ⅰ」は、教育の充実を図る
ため追加（24）
「GIS演習Ⅰ」は、担当科目の調整の
結果、平成25年度及び平成26年度は担
当しない（25・26）

「ワークショップとまちづくり」は、
担当科目の調整の結果、平成25年度及
び平成26年度は開講しない（25・26）

「学習法」は、教育の充実を図るため
追加（25）

担当者変更(23)

担当者変更(23)

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（25）

「古典言語Ⅱ」は、当該学部と文学部
の共通教育科目として開講されている
が、伊集院利明兼任教授が担当する科
目は当該学部の履修希望者がいないた
め、平成24年度及び平成25年度は当該
学部の科目としては開講しない（24・
25）

職名（兼担教授→兼任講師）変更
（26）

｢言語と文化｣は、臼田真佐子兼担教授
が担当することとなったため、平成23
年度、平成24年度、平成25年度及び平
成26年度は担当しない(23･24・25・
26)

平成23年4月

兼担 助教

研究法

ゼミナールⅠ

ゼミナールⅡ

平成23年4月
地理学

高橋　大輔

ワークショッ
プとまちづく
り

プログラミン
グ

学習法

卒業研究

兼任 講師 小山 澄夫 平成26年4月

GIS概論

文学

世界の言語Ⅰ

総合演習

兼担 教授 宇佐美　一博 平成23年4月

兼担 教授 漆谷　広樹 平成23年4月

哲学

言語と文化

世界の言語Ⅱ

文学 担当者変更（24）
平成26年3月
小山澄夫兼担教授本学退職（26）
（平成26年度は兼任講師として担当す
る）

古典言語Ⅱ

哲学 「哲学」は、担当科目の調整の結果、
平成24年度、平成25年度及び平成26年
度は担当しない（24・25・26）

古典言語Ⅰ

総合科目

教授

文学

兼担 教授 小山 澄夫 平成24年4月

平成24年4月加納　寛
世界の言語Ⅱ

日本語学

世界の言語Ⅰ

兼担

伊集院　利明 平成23年4月兼担 教授

プログラミン
グ

教授兼担

澤田　貴行 平成23年4月

地理学

有薗　正一郎

専 助教

平成23年4月

兼担 教授 伊東　利勝 平成24年4月

伊藤　勲兼担 教授

GIS演習Ⅰ

地域政策とＧ
ＩＳ活用

GIS演習Ⅰ

地域政策とＧ
ＩＳ活用

近藤　暁夫

兼任 講師

現代の思想

卒業研究

社会データ分
析入門

ワークショッ
プとまちづく
り

情報総合演習

准教授

ゼミナールⅠ

ゼミナールⅡ

情報総合演習

GIS演習Ⅰ

まちづくりと
データ分析

東海地域の今
日的課題　※

専 助教 駒木　伸比古 平成23年4月

情報総合演習

学習法

まちづくりと
データ分析

地域資源論

担当者変更（24）
「世界の言語Ⅰ」及び「世界の言語
Ⅱ」は、履修希望者がいないため、平
成24年度は開講しない（24）
「世界の言語Ⅰ」及び「世界の言語
Ⅱ」は、担当科目の調整の結果、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
（25・26）

「学習法」は、輪番制のため平成26年
度は担当しない（26）

平成25年4月准教授昇格（25）
｢情報総合演習｣は、担当科目の調整の
結果、平成23年度、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

地域政策とＧ
ＩＳ活用

学習法

GIS概論

地域政策とＧ
ＩＳ活用

平成23年4月

地域資源論

地理学

研究法

情報総合演習
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就任予定年月

専任・

兼任　

兼担・

の別　 の別　

氏　　名職名職名 就任予定年月氏　　名 担当授業科目名

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・
備　　考

担当授業科目名
兼担・

兼任　

「Reading」は、当該学部と他学部
（平成24年度以降は文学部）の共通教
育科目として開講されており、当人が
文学部クラスを担当することに伴い、
平成23年度、平成24年度、平成25年度
及び平成26年度は担当しない(23・
24・25・26)

「TOEIC」は、当該学部と他学部（平
成24年度以降は文学部）の共通教育科
目として開講されており、当人が文学
部クラスを担当することに伴い、平成
23年度、平成24年度、平成25年度及び
平成26年度は担当しない(23・24・
25・26)

「Advanced ReadingⅠ」は、担当科目
の調整の結果、平成24年度、平成25年
度及び平成26年度は担当しない（24・
25・26）

「Advanced ReadingⅡ」は、担当科目
の調整の結果、平成24年度、平成25年
度及び平成26年度は担当しない（24・
25・26）

｢入門中国語Ⅰ｣は、担当科目の調整の
結果、平成23年度、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「入門中国語Ⅱ」は、担当科目の調整
の結果、平成23年度、平成24年度、平
成25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「基礎中国語Ⅰ」は、担当科目の調整
の結果、平成23年度、平成24年度、平
成25年度及び平成26年度は担当しない
（23・24・25・26）

「基礎中国語Ⅱ」は、担当科目の調整
の結果、平成23年度、平成24年度、平
成25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「応用中国語Ⅰ」は、担当科目の調整
の結果、平成23年度、平成24年度、平
成25年度及び平成26年度は担当しない
（23・24・25・26）

「応用中国語Ⅱ」は、担当科目の調整
の結果、平成23年度、平成24年度、平
成25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「総合中国語Ⅰ」は、担当科目の調整
の結果、平成23年度、平成24年度、平
成25年度及び平成26年度は担当しない
（23・24・25・26）

「総合中国語Ⅱ」は、担当科目の調整
の結果、平成23年度、平成24年度、平
成25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

担当科目変更(23)
「古典の世界」は、松村美奈兼任講師
のクラス増により対応するため支障は
ない。
 ｢文学｣は、教育の充実を図るため追
加。

「文学」は、担当科目の調整の結果、
平成24年度、平成25年度及び平成26年
度は担当しない（24・25・26）

文学

兼担 教授 沢井　耐三 平成23年4月

担当者変更(23)古典の世界

兼担 教授 和田　明美 平成23年4月

古典の世界

Communicative
English Ⅰ

Communicative
English Ⅱ

「Communicative English Ⅰ」は、担
当科目の調整の結果、平成25年度及び
平成26年度は担当しない（25・26）

兼担 教授 小浜　ふみ子 平成24年4月

兼担 教授
サイモン

ジョージ　サ
ナダ

平成23年4月

地域コミュニ
ティ論

後任未定

古典の世界

基礎中国語Ⅰ

基礎中国語Ⅱ

応用中国語Ⅰ

応用中国語Ⅱ

総合中国語Ⅰ

総合中国語Ⅱ

兼担 教授 河野　眞 平成23年4月

入門中国語Ⅰ

入門中国語Ⅱ

兼担 教授 桑島　由美子 平成23年4月

TOEIC

Advanced
Reading Ⅰ

Advanced
Reading Ⅱ

平成23年4月

Reading

言語と文化

論理学

兼担 教授 片岡　邦好 平成23年4月

兼担 教授 海老澤　善一

哲学哲学

論理学

「言語と文化」は、吉野さつき兼担准
教授の担当分を担当するため追加
（25）

平成23年3月
小浜ふみ子教授本学退職（23）
「後任未定」兼担または兼任教員採用
を検討中。
「地域コミュニティ論」は、2年次配
当科目（平成24年度開講）のため、今
年度は支障はない。

小浜ふみ子教授の後任として、佐藤正
之兼任講師が「地域コミュニティ論」
を担当（24）
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「Reading」は、担当科目の調整の結
果、平成23年度、平成24年度、平成25
年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「TOEIC」は、担当科目の調整の結
果、平成23年度、平成24年度、平成25
年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「Advanced ReadingⅠ」は、当該学部
と文学部の共通教育科目として開講さ
れており、当人が文学部クラスを担当
することに伴い、平成24年度、平成25
年度及び平成26年度は担当しない
（24・25・26）

「Advanced ReadingⅡ」は、当該学部
と文学部の共通教育科目として開講さ
れており、当人が文学部クラスを担当
することに伴い、平成24年度、平成25
年度及び平成26年度は担当しない
（24・25・26）

「政治学」は、担当科目の調整の結
果、平成24年度、平成25年度及び平成
26年度は担当しない（24・25・26）

「宗教学」は、担当科目の調整の結
果、平成25年度及び平成26年度は担当
しない（25・26）

「基礎ドイツ語Ⅰ｣は、当該学部と他
学部（平成24年度以降は文学部）の共
通教育科目として開講されているが、
当該学部の履修希望者がいないため、
平成23年度、平成24年度及び平成25年
度は当該学部の科目としては開講しな
い(23・24・25)

「基礎ドイツ語Ⅱ」は、当該学部と他
学部（平成24年度以降は文学部）の共
通教育科目として開講されているが、
当該学部の履修希望者がいないため、
平成23年度、平成24年度及び平成25年
度は当該学部の科目としては開講しな
い(23・24・25)

「Reading」は、当該学部と文学部の
共通教育科目として開講されており、
当人が文学部クラスを担当することに
伴い、平成23年度、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「TOEIC」は、当該学部と文学部の共
通教育科目として開講されており、当
人が文学部クラスを担当することに伴
い、平成23年度、平成24年度、平成25
年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

TOEIC
平成23年4月兼担 教授 永瀬　美智子

Reading

「入門ドイツ語Ⅰ」及び「入門ドイツ
語Ⅱ」は、河合まゆみ兼担准教授の担
当分を担当することに伴い追加。「入
門ドイツ語Ⅰ」及び「入門ドイツ語
Ⅱ」は、当該学部と文学部の共通教育
科目として開講されているが、当該学
部の履修希望者がいないため、平成24
年度は当該学部の科目としては開講し
ない（24）

「入門ドイツ語Ⅰ」及び「入門ドイツ
語Ⅱ」は、保坂和宣兼任講師の担当分
を担当することに伴い追加。「入門ド
イツ語Ⅰ」及び「入門ドイツ語Ⅱ」
は、当該学部と文学部の共通教育科目
として開講されているが、当該学部の
履修希望者がいないため、平成25年度
は当該学部の科目としては開講しない
（25）

言語と文化

兼担 教授
セルジュ
ジュンタ

平成23年4月

兼担 教授 土屋　洋二 平成23年4月

「入門フランス語Ⅰ」及び「入門フラ
ンス語Ⅱ」は、当該学部と他学部の共
通教育科目として開講されており、当
人が他学部クラスを担当することに伴
い、平成23年度は担当しない(23)
「入門フランス語Ⅰ」は、当該学部と
文学部の共通教育科目として開講され
ているが、当該学部の履修希望者がい
ないため、平成24年度及び平成25年度
は当該学部の科目としては開講しない
（24・25）
「入門フランス語Ⅱ」は、当該学部と
文学部の共通教育科目として開講され
ているが、当該学部の履修希望者がい
ないため、平成24年度及び平成25年度
は当該学部の科目としては開講しない
（24・25）

入門フランス
語Ⅰ

入門フランス
語Ⅱ

基礎ドイツ語
Ⅰ

基礎ドイツ語
Ⅱ

兼担 教授 鈴木　規夫 平成23年4月

兼担 教授 鈴木　康志 平成23年4月

政治学

宗教学

Reading

TOEIC

Advanced
Reading Ⅰ

Advanced
Reading Ⅱ

兼担 教授
ジョン　ハミ

ルトン
平成23年4月

入門ドイツ語
Ⅱ

言語と文化

入門ドイツ語
Ⅰ
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「心理学」は、木之下隆夫兼担教授が
担当することになったため、平成25年
度及び平成26年度は担当しない（25・
26）

「地域政策学特殊講義」は、平成25年
度より複数の教員がオムニバス形式に
て担当することになったため追加
（25）

｢総合科目｣は、開講クラス数を調整し
た結果、平成23年度、平成24年度、平
成25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「自然環境論」は、担当科目の調整の
結果、平成26年度は開講しない（26）

「古典の世界」は、教育の充実を図る
ため追加（24）

｢言語と文化｣は、担当者変更により追
加(23)

基礎中国語Ⅰ

｢入門中国語I｣、「入門中国語Ⅱ」、｢
基礎中国語I｣及び「基礎中国語Ⅱ」
は、当該学部と文学部の共通教育科目
として開講されており、当人が文学部
クラスを担当することに伴い、平成23
年度は担当しない(23)

言語と文化

基礎中国語Ⅰ

入門中国語Ⅱ

入門中国語Ⅰ

入門中国語Ⅱ

スポーツ方法
Ⅱ

応用中国語Ⅱ 応用中国語Ⅱ

教授
応用中国語Ⅰ

基礎中国語Ⅱ

応用中国語Ⅰ

入門中国語Ⅰ

基礎中国語Ⅱ
兼担 准教授 臼田　真佐子 平成23年4月

地理学

自然環境と地
理

自然環境論
※

流域管理論

都市と水

兼担 教授 村瀬　智彦 平成24年4月

兼任 講師 宮沢　哲男 平成24年4月

基礎中国語Ⅰ

兼担 教授 宮沢　哲男 平成23年4月

兼担 教授 三野　豊浩 平成23年4月

自然環境と地
理

自然環境論
※

地理学

入門中国語Ⅰ

基礎中国語Ⅱ

入門中国語Ⅱ

地球環境問題

生物の科学

総合科目

自然環境論
※

兼担 教授 広木　詔三 平成23年4月

平成24年4月

社会学

加藤　一己

社会学

兼担
准教
授

兼担 教授 樋野　芳雄 平成23年4月

心理学

動物行動学

担当者変更（24）
「社会学」は、担当科目の調整の結
果、平成25年度及び平成26年度は担当
しない（25・26）

入門中国語Ⅱ

基礎中国語Ⅰ

基礎中国語Ⅱ

入門中国語Ⅰ

平成24年3月
宮沢哲男兼担教授本学退職（24）
　平成24年度は兼任講師と
　して担当する。

古典の世界

生態学

動物行動学

兼担

「流域管理論」及び「都市と水」は、
宮沢哲男兼任講師の健康上の理由によ
り、平成25年度は開講しない（25）
「流域管理論」は、加藤茂兼任講師に
担当者を変更。「都市と水」は、森田
実兼任講師に担当者を変更（26）

「地理学」は、担当科目の調整の結
果、平成24年度は担当しない（24）
「地理学」、「自然環境と地理」及び
「自然環境論」は、宮沢哲男兼任講師
の健康上の理由により、平成25年度は
担当しない（25）

「地理学」は、平成26年度は、平成25
年度同様に近藤暁夫兼担助教及び高橋
大輔兼任講師が担当。
「自然環境と地理」は、森田実兼任講
師に担当者を変更。
「自然環境論」は、担当科目の調整の
結果、平成26年度は開講しない（26）

平成23年4月教授昇格（23）
｢入門中国語I｣、「入門中国語Ⅱ」、
「基礎中国語I｣及び「基礎中国語Ⅱ」
は、当該学部と文学部の共通教育科目
として開講されており、当人が文学部
クラスを担当することに伴い、平成23
年度、平成24年度、平成25年度及び平
成26年度は担当しない（23・24・25・
26）

「スポーツ方法Ⅱ」は、履修希望者が
いないため、平成24年度、平成25年度
及び平成26年度は開講しない（24・
25・26）

心理学

平成23年4月樋口　義治教授

地域政策学特
殊講義　※
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「入門ドイツ語Ⅰ」及び「入門ドイツ
語Ⅱ」は、河合まゆみ兼担准教授が海
外研修中のため、平成24年度は、土屋
洋二兼担教授、梶浦直子兼任講師及び
保坂和宣兼任講師が担当する（24）
「入門ドイツ語Ⅰ」は、当該学部と文
学部の共通教育科目として開講されて
いるが、当該学部の履修希望者がいな
いため、平成25年度及び平成26年度は
当該学部の科目としては開講しない
（25・26）

「入門ドイツ語Ⅱ」は、当該学部と他
学部の共通教育科目として開講されて
いるが、当該学部の履修希望者がいな
いため、平成23年度、平成25年度は当
該学部の科目としては開講しない
（23・25）
「入門ドイツ語Ⅱ」は、河合まゆみ兼
担准教授が海外研修中のため、平成24
年度は、土屋洋二兼担教授、梶浦直子
兼任講師及び保坂和宣兼任講師が担当
する（24）

「基礎ドイツ語Ⅰ」は、担当科目の調
整の結果追加したが、当該学部と文学
部の共通教育科目として開講されてお
り、当該学部の履修希望者がいないた
め、平成25年度及び平成26年度は当該
学部の科目としては開講しない（25・
26）

「基礎ドイツ語Ⅱ」は、担当科目の調
整の結果追加したが、当該学部と文学
部の共通教育科目として開講されてお
り、当該学部の履修希望者がいないた
め、平成25年度は当該学部の科目とし
ては開講しない（25）

平成25年4月教授昇格（25）
｢入門中国語Ⅰ｣は、担当科目の調整の
結果、平成23年度、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「入門中国語Ⅱ」は、担当科目の調整
の結果、平成23年度、平成24年度、平
成25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

｢基礎中国語Ⅰ｣は、担当科目の調整の
結果、平成23年度、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「基礎中国語Ⅱ」は、担当科目の調整
の結果、平成23年度、平成24年度、平
成25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「応用中国語Ⅰ」は、担当科目の調整
の結果、平成24年度、平成25年度及び
平成26年度は担当しない（24・25・
26）

「応用中国語Ⅱ」は、担当科目の調整
の結果、平成24年度、平成25年度及び
平成26年度は担当しない（24・25・
26）

平成25年4月教授昇格（25）
｢入門中国語Ⅰ｣は、担当科目の調整の
結果、平成23年度、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「入門中国語Ⅱ」は、担当科目の調整
の結果、平成23年度、平成24年度、平
成25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

｢基礎中国語Ⅰ｣は、担当科目の調整の
結果、平成23年度、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「コミュニケーション中国語ⅡB」
は、当該学部と文学部の共通教育科目
として開講されているが、当該学部の
履修希望者がいないため、平成25年度
は当該学部の科目としては開講しない
（25）

入門ドイツ語
Ⅱ

「基礎中国語Ⅱ」は、担当科目の調整
の結果、平成23年度、平成24年度、平
成25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

教授

入門中国語Ⅱ

基礎中国語Ⅰ

コミュニケー
ション中国語ⅡB

基礎中国語Ⅱ

総合中国語Ⅰ

総合中国語Ⅱ

コミュニケー
ション中国語ⅡA

兼担 准教授 塩山　正純 平成23年4月

入門中国語Ⅰ

平成24年3月
小島基洋兼担准教授本学退職（24）
 「Practical English
 Ⅰ」及び「Practical
 EnglishⅡ」は、早川勇教
 授がクラス増により対応
 するため支障はない。

Practical
English　Ⅱ

Practical
English Ⅰ

兼担 准教授 小島　基洋 平成24年4月

応用中国語Ⅱ

入門中国語Ⅱ

基礎中国語Ⅰ

基礎中国語Ⅱ

応用中国語Ⅰ

兼担 准教授 葛谷　登 平成23年4月

入門中国語Ⅰ

教授

入門ドイツ語
Ⅰ

入門ドイツ語
Ⅱ

入門ドイツ語
Ⅰ

基礎ドイツ語
Ⅱ

基礎ドイツ語
Ⅰ

兼担 准教授 河合　まゆみ 平成23年4月
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「入門ロシア語Ⅰ｣は、履修希望者が
いないため平成23年度は開講しない
(23)
「入門ロシア語Ⅰ」は、宮崎千穂兼任
講師が担当することに伴い、平成24年
度、平成25年度及び平成26年度は担当
しない（24・25・26）

「入門ロシア語Ⅱ」は、当該学部と他
学部の共通教育科目として開講されて
いるが、当該学部の履修希望者がいな
いため、平成23年度は当該学部の科目
としては開講しない(23)
「入門ロシア語Ⅱ」は、宮崎千穂兼任
講師が担当することに伴い、平成24年
度、平成25年度及び平成26年度は担当
しない（24・25・26）

｢基礎ロシア語Ⅰ」は、当該学部と他
学部（平成24年度以降は文学部）の共
通教育科目として開講されているが、
当該学部の履修希望者がいないため、
平成23年度、平成24年度、平成25年度
及び平成26年度は当該学部の科目とし
ては開講しない(23・24・25・26)

「基礎ロシア語Ⅱ」は、当該学部と他
学部（平成24年度以降は文学部）の共
通教育科目として開講されているが、
当該学部の履修希望者がいないため、
平成23年度、平成24年度及び平成25年
度は当該学部の科目としては開講しな
い(23・24・25)

「世界の言語Ⅰ」は、教育の充実を図
るため追加（25）

「世界の言語Ⅱ」は、教育の充実を図
るため追加。平成24年度は、履修希望
者がいないため開講しない（24）

｢基礎フランス語Ⅰ｣は、履修希望者が
いないため平成23年度は開講しない
(23)
「基礎フランス語Ⅰ」は、当該学部と
文学部の共通教育科目として開講され
ているが、当該学部の履修希望者がい
ないため、平成24年度、平成25年度及
び平成26年度は当該学部の科目として
は開講しない（24・25・26）

「基礎フランス語Ⅱ」は、履修希望者
がいないため平成23年度は開講しない
(23)
「基礎フランス語Ⅱ」は、当該学部と
文学部の共通教育科目として開講され
ているが、当該学部の履修希望者がい
ないため、平成24年度及び平成25年度
は当該学部の科目としては開講しない
（24・25）

Communicative
English Ⅱ

Communication
Skills Ⅰ

Communicative
English Ⅰ

Communicative
English Ⅱ

平成23年4月

Communicative
English Ⅰ

語学教育研究室所属教員の退職、後任
採用があったため、担当者変更(23)
「Communicative EnglishⅠ」は、担
当科目の調整の結果、平成24年度、平
成25年度及び平成26年度は担当しない
（24・25・26）
「Communicative EnglishⅡ」は、担
当科目の調整の結果、平成24年度、平
成25年度及び平成26年度は担当しない
（24・25・26）

Communicative
English Ⅰ

兼担 助教
アーロン

フォックス

兼担 助教

ケイト　サカ
キヤマ

（榊山　ケイ
ト）

平成23年4月

兼担 助教
ジャック　ラ

イアン
平成23年4月

Current
English Ⅰ

Current
English Ⅱ

「Current EnglishⅠ」及び「Current
EnglishⅡ」は、ジョン ウルフギャン
グ ロバーツ兼担助教に担当者変更
（24）

基礎フランス
語Ⅱ

文学

兼担 准教授 三川　克俊 平成24年4月

兼担

基礎フランス
語Ⅰ

入門ロシア語
Ⅱ

兼担 准教授 中尾　充良 平成23年4月

哲学

教授准教授 下野　正俊 平成23年4月

入門ロシア語
Ⅰ

平成25年4月教授昇格（25）

入門ロシア語
Ⅱ

入門ロシア語
Ⅰ

平成24年4月

Communicative
English Ⅰ

Communicative
English Ⅱ

Communicative
English Ⅱ

Communication
Skills Ⅱ

Current
English Ⅰ

Current
English Ⅱ

ジョン ウルフ
ギャング ロ

バーツ
兼担 助教

「Communication SkillsⅠ」及び
「Communication SkillsⅡ」は、パト
リックデイビス兼任講師の担当分を担
当することに伴い追加(24)

語学教育研究室所属教員の退職、後任
採用があったため、担当者変更(24)

「Current EnglishⅠ」及び「Current
EnglishⅡ」は、三川克俊兼担准教授
の担当分を担当することに伴い追加
（24）
「Current EnglishⅡ」は、当該学部
と文学部の共通教育科目として開講さ
れているが、当該学部の履修希望者が
いないため、平成24年度は当該学部の
科目としては開講しない（24）

清水　伸子 平成23年4月

世界の言語Ⅱ

世界の言語Ⅰ

基礎ロシア語
Ⅰ

基礎ロシア語
Ⅰ

基礎ロシア語
Ⅱ

基礎ロシア語
Ⅱ

兼担 准教授
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担当授業科目名
兼担・

兼任　

「自然環境論」は、担当科目の調整の
結果、平成26年度は開講しない（26）

「流域管理論」は、加藤茂兼任講師に
担当者を変更（26）

「都市と水」は、森田実兼任講師に担
当者を変更（26）

「競技者育成論」は、履修希望者がい
ないため、平成26年度は開講しない
（26）
「スポーツ方法Ⅰ」は、履修希望者が
いないため平成24年度及び平成26年度
は開講しない（24・26）

「日本語・論文技術（応用）Ⅰ」は、
中崎温子教授が担当することに伴い、
平成24年度、平成25年度及び平成26年
度は担当しない（24・25・26）

「日本語・論文技術（応用）Ⅱ」は、
平成24年度は、当該学部の2年次留学
生不在のため、当該学部の科目として
は開講しない（24）
「日本語・論文技術（応用）Ⅱ」は、
水木一恵兼任講師が担当することに伴
い、平成25年度及び平成26年度は担当
しない（25・26）

「日本事情Ⅱ」は、平成25年度より佐
藤良子兼任講師が本学現代中国学部の
教員として採用されたため、担当者を
変更（25）

語学教育研究室所属教員の退職、後任
採用があったため、担当者変更(24)
氏名の表記を「ステイシー アン ア
リ」から「アリ ステイシー アン」に
変更（25）

語学教育研究室所属教員の退職、後任
採用があったため、担当者変更(23)
平成24年3月
ザインリッチー兼担助教本学退職
（24）
 「Communicative EnglishⅠ」及び
「Communicative  EnglishⅡ」は、
ジョンウルフギャング ロバーツ兼担
助教及びステイシー アン アリ兼担助
教がクラス増により対応するため支障
はない

Communicative
English Ⅱ

日本語・総合Ⅱ

日本語・論文技
術（応用）Ⅰ

日本語・論文技
術（応用）Ⅰ

日本事情Ⅱ

｢Reading｣及び「TOEIC」は、担当科目
の調整の結果、平成23年度は担当しな
い(23)

日本語・論文技
術（応用）Ⅱ

日本語・論文技
術（基礎）Ⅰ

日本語・論文技
術（基礎）Ⅱ

日本語・総合Ⅰ

｢日本事情Ⅰ｣、｢日本語・論文技術
（基礎）Ⅰ｣、｢日本語・論文技術（基
礎）Ⅱ｣は、留学生を対象としてお
り、平成23年度は留学生不在のため開
講しない(23)
「日本語・論文技術（基礎）Ⅰ」及び
「日本語・総合Ⅰ」は、担当科目の調
整の結果、平成24年度、平成25年度及
び平成26年度は担当しない（24・25・
26）
「日本語・論文技術（基礎）Ⅱ」及び
「日本語・総合Ⅱ」は、担当科目の調
整の結果、平成24年度、平成25年度及
び平成26年度は担当しない（24・25・
26）

日本事情Ⅰ

Reading

日本語・論文技
術（基礎）Ⅰ

日本語・論文技
術（基礎）Ⅱ

日本語・総合Ⅰ

日本語・総合Ⅱ

TOEIC
兼任 講師 池　和子 平成23年4月

日本語・論文技
術（応用）Ⅱ

日本事情Ⅰ

兼任 講師 石川　智嘉子 平成23年4月

競技者育成論

兼任

スポーツ方法
Ⅰ

兼任 講師 飯本　雄二 平成24年4月

講師 安藤　伸二 平成25年4月

東アジア経済
事情

平成26年4月
教育政策論

担当者変更（25）

担当者変更（26）

教育政策論
平成25年4月

兼任 講師 天野　武弘 平成25年4月

兼任 講師 荒井　文昭 平成25年4月

近代産業技術
史

芸術論

兼任 講師 秋山　知宏 平成26年4月

兼任 講師 味岡　伸太郎 平成23年4月

自然環境論 ※

流域管理論

都市と水

精神保健
兼任 講師 青柳　眞紀子 平成25年4月

兼任 講師 青嶋　由美子 平成24年4月

Practical
English Ⅰ

Practical
English　Ⅱ

Advanced
Reading Ⅱ

兼任 講師 相葉　吉輝 平成24年4月

兼担 助教
ローリー

ジョン　デイ
ビス

平成23年4月
助教

ザインリッ
チー

Communicative
English Ⅱ

Communicative
English Ⅰ

平成24年4月

Communicative
English Ⅰ

アリ ステイ
シー アン

平成23年4月

Communicative
English Ⅱ

兼担 助教
マーク　ジェ

ラード
平成23年4月

Communicative
English Ⅰ

兼担 助教

Advanced
Reading Ⅰ

兼担

講師

講師

恒川 武久

白井 正康

教育政策論
兼任

兼任
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兼担・
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｢Practical EnglishⅠ｣は、担当科目
の調整の結果、平成24年度、平成25年
度及び平成26年度は担当しない(24・
25・26)

「Practical EnglishⅡ｣は、担当科目
の調整の結果、平成24年度、平成25年
度及び平成26年度は担当しない(24・
25・26)

｢Reading｣は、担当科目の調整の結
果、平成23年度、平成24年度、平成25
年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「TOEIC」は、担当科目の調整の結
果、平成23年度、平成24年度、平成25
年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「Advanced ReadingⅠ」は、担当科目
の調整の結果、平成24年度、平成25年
度及び平成26年度は担当しない(24・
25・26)

「Advanced ReadingⅡ」は、担当科目
の調整の結果、平成24年度、平成25年
度及び平成26年度は担当しない(24・
25・26)

「スポーツ方法Ⅲ」は、履修希望者が
いないため、平成24年度は開講しない
（24）

「自然環境と地理」は、担当科目の調
整の結果、平成25年度及び平成26年度
は担当しない（25・26）

担当者変更（26）

「スポーツ方法Ⅶ」は、学外で行う体
育実技科目については、当分の間行わ
ないことを大学として確認しているた
め、平成25年度及び平成26年度は開講
しない（25・26）

健康科学

レクリエー
ション論

スポーツ・健
康演習　※

スポーツ実技
Ⅰ

スポーツ方法
Ⅲ

兼任 講師 大村　光代 平成25年4月

兼任 講師 岡本　浄実 平成23年4月

公衆衛生

兼任 講師 奥村 正直 平成26年4月

公衆衛生

ジェンダー論

兼任 講師 大塚　辰夫

Reading

兼任 講師 大橋　秀子 平成23年4月

Advanced
Reading Ⅱ

平成23年4月

TOEIC

Advanced
Reading Ⅰ

Practical
English Ⅰ

Practical
English　Ⅱ

兼任 講師 牛山　幸彦 平成25年4月

兼任 講師 内田　恵 平成24年4月

スポーツ方法
Ⅶ

入門中国語Ⅰ

入門中国語Ⅱ

基礎中国語Ⅰ

基礎中国語Ⅱ

兼任 講師 上野　由紀子 平成23年4月

高木　酉子

自然環境と地
理

担当者変更(23)
平成23年4月

現代の思想

兼任 講師 岩崎　一孝 平成26年4月

兼任 講師 岩佐　宣明 平成23年4月
現代の思想

兼任 講師

平成23年3月
稲田充男兼任講師本学退職(23)
｢情報総合演習｣は、澤田貴行助教等の
クラス増により対応するため支障はな
い

兼任 講師 井上　善友 平成23年4月
社会学

兼任 講師 稲田　充男 平成23年4月

情報総合演習

経営学

兼任 講師 板倉　文彦 平成23年4月

入門中国語Ⅱ

宗教学

「入門中国語Ⅰ」及び「宗教学」は、
担当科目の調整の結果、平成24年度、
平成25年度及び平成26年度は担当しな
い(24・25・26）
「入門中国語Ⅱ」は、担当科目の調整
の結果、平成24年度、平成25年度及び
平成26年度は担当しない（24・25・
26）

兼任 講師 磯部　美里 平成23年4月

入門中国語Ⅰ

法学

兼任 講師 石原　和子 平成23年4月

入門中国語Ⅱ

入門中国語Ⅰ

基礎中国語Ⅱ

「入門中国語Ⅰ」及び「入門中国語
Ⅱ」は、担当科目の調整の結果追加
（24）

「基礎中国語I」及び「基礎中国語
Ⅱ」は、当該学部と文学部の共通教育
科目として開講されており、当人が文
学部クラスを担当することに伴い、平
成23年度は担当しない(23)

基礎中国語Ⅰ

基礎中国語Ⅱ

兼任 講師 石田　卓生 平成23年4月

基礎中国語Ⅰ
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「Reading」は、当該学部と文学部の
共通教育科目として開講されており、
当人が文学部クラスを担当することに
伴い、平成23年度、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「TOEIC」は、当該学部と文学部の共
通教育科目として開講されており、当
人が文学部クラスを担当することに伴
い、平成23年度、平成24年度、平成25
年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「Advanced ReadingⅠ」は、担当科目
の調整の結果、平成24年度、平成25年
度及び平成26年度は担当しない（24・
25・26）

「Advanced ReadingⅡ」は、担当科目
の調整の結果、平成24年度、平成25年
度及び平成26年度は担当しない（24・
25・26）

担当者変更(24）

「古典言語Ⅱ」のうち、杉浦武仁兼任
講師が担当する科目は、履修希望者が
いないため、平成25年度は開講しない
（25）

担当者変更（26）

「Reading」は、当該学部と文学部の
共通教育科目として開講されており、
当人が文学部クラスを担当することに
伴い、平成23年度は担当しない(23)
「Reading」は、担当科目の調整の結
果、平成24年度、平成25年度及び平成
26年度は担当しない（24・25・26）

「TOEIC」は、当該学部と文学部の共
通教育科目として開講されており、当
人が文学部クラスを担当することに伴
い、平成23年度及び平成24年度は担当
しない(23・24)
「TOEIC」は、担当科目の調整の結
果、平成24年度、平成25年度及び平成
26年度は担当しない（24・25・26）

「応用中国語Ⅰ」は、担当科目の調整
の結果、平成24年度、平成25年度及び
平成26年度は担当しない（24・25・
26）

「応用中国語Ⅱ」は、担当科目の調整
の結果、平成24年度、平成25年度及び
平成26年度は担当しない（24・25・
26）

Advanced
Reading Ⅰ

Practical
English Ⅰ

「Practical EnglishⅠ」及び
「Practical EnglishⅡ」は、担当科
目の調整の結果追加（24）

入門韓国・朝
鮮語Ⅱ

基礎韓国・朝
鮮語Ⅰ

基礎韓国･朝鮮
語Ⅱ

基礎韓国・朝
鮮語Ⅱ

｢入門韓国・朝鮮語Ⅰ｣、「入門韓国・
朝鮮語Ⅱ」、｢基礎韓国・朝鮮語Ⅰ｣及
び「基礎韓国・朝鮮語Ⅱ」は、当人の
体調不良のため、平成23年度は担当し
ない(23)
　｢入門韓国・朝鮮語Ⅰ」及び
　「入門韓国・朝鮮語Ⅱ」は
　朴蓮淑兼任講師、｢基礎韓国
　・朝鮮語Ⅰ｣及び「基礎韓国
　・朝鮮語Ⅱ」は世古口真兼
　任講師のそれぞれクラス増
　により対応するため支障は
　ない。

担当者変更（24）

平成24年4月

平成24年4月

入門韓国・朝
鮮語Ⅰ

講師 韓 貴花

兼任 講師 姜　信和 平成23年4月

入門韓国･朝鮮
語Ⅰ

入門韓国･朝鮮
語Ⅱ

基礎韓国･朝鮮
語Ⅰ

兼任

Practical
English Ⅱ

Advanced
Reading Ⅰ

Advanced
Reading Ⅱ

Advanced
Reading Ⅱ

歴史学

兼任 講師 川名　真弓 平成24年4月

兼任 講師 川口　洋史 平成23年4月

歴史学

考古学

創造都市論

兼任 講師 加納　俊介 平成23年4月

兼任 講師 金子　延康 平成25年4月

入門中国語Ⅱ

応用中国語Ⅰ

応用中国語Ⅱ

入門中国語Ⅰ

兼任 講師 加藤　和美

兼任 講師 加藤　寛昭 平成23年4月

平成23年4月

Reading

TOEIC

平成24年4月

平成26年4月

古典言語Ⅰ

現代日本の政
治

古典言語Ⅰ

兼任 講師 小原　道雄 平成23年4月

杉浦 武仁

津田 拓郎

古典言語Ⅱ
兼任

古典言語Ⅱ

古典言語Ⅱ

古典言語Ⅰ

Advanced
Reading Ⅱ

兼任 講師 小川　桂子 平成23年4月

兼任 講師 小澤　実 平成24年4月

Reading

TOEIC

Advanced
Reading Ⅰ

兼任 講師 金 昭ヨン

兼任

講師

講師
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専任・
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担当授業科目名
兼担・

兼任　

「Practical EnglishⅠ」は、当該学
部と文学部の共通教育科目として開講
されており、当人が文学部クラスを担
当することに伴い、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
（24・25・26）

「Practical EnglishⅡ」は、当該学
部と文学部の共通教育科目として開講
されており、当人が文学部クラスを担
当することに伴い、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
（24・25・26）

「Reading」は、当該学部と文学部の
共通教育科目として開講されており、
当人が当該学部クラスを担当すること
に伴い、平成23年度に繰り上げて担
当。

「TOEIC」は、平成23年度後期に開講
(23)

｢Reading｣は、担当科目の調整の結
果、平成23年度は担当しない(23)
「Reading」は、当該学部と文学部の
共通教育科目として開講されており、
当人が文学部クラスを担当することに
伴い、平成24年度、平成25年度及び平
成26年度は担当しない（24・25・26）

「TOEIC」は、担当科目の調整の結
果、平成23年度及び平成24年度は担当
しない(23・24)
「TOEIC」は、当該学部と文学部の共
通教育科目として開講されており、当
人が文学部クラスを担当することに伴
い、平成24年度、平成25年度及び平成
26年度は担当しない（24・25・26）

兼任 講師 齊藤　正高 平成23年4月

「世界の言語Ⅰ」及び「世界の言語
Ⅱ」は、教育の充実を図るため追加
（24）

｢情報と社会｣は、履修希望者がいない
ため平成23年度は開講しない(23)

情報の科学

情報と社会

入門ポルトガ
ル語Ⅱ
基礎ポルトガ
ル語Ⅰ

基礎ポルトガ
ル語Ⅱ

入門ポルトガ
ル語Ⅰ

権田　研亮

世界の言語Ⅰ

入門ポルトガ
ル語Ⅱ

兼任

入門ポルトガ
ル語Ⅰ

兼任 講師

久住　マルシ
ア

（久住　和
恵）

平成23年4月

講師

基礎ポルトガ
ル語Ⅰ

世界の言語Ⅱ

基礎ポルトガ
ル語Ⅱ

「Practical EnglishⅠ」は、担当科
目の調整の結果、平成24年度、平成25
年度及び平成26年度は担当しない
（24・25・26）
「Practical EnglishⅡ」は、担当科
目の調整の結果、平成24年度、平成25
年度及び平成26年度は担当しない
（24・25・26）

平成23年4月

TOEIC

Practical
English Ⅰ
Practical
English　Ⅱ
Advanced
Reading Ⅰ

Reading

Advanced
Reading Ⅱ

エコ地域づく
り論

兼任 講師 小嶋　祐輔 平成23年4月

兼任 講師 後藤　尚弘 平成25年4月

宗教学

兼任 講師 本村 耐樹 平成24年4月

宗教学

スポーツ・健
康演習　※

兼任 講師 木見尻　哲生 平成24年4月

兼任 講師 小磯　浩世 平成23年4月

生涯学習論

地方自治体論

グリーン・
ツーリズム論

平成23年4月

Practical
English Ⅰ

兼任 講師 黍嶋　久好 平成24年4月

Practical
English　Ⅱ

Practical
English　Ⅱ

Reading

TOEIC

兼任 講師 木下　恭子 平成24年4月

Practical
English Ⅰ

行政の諸領域
と法兼任 講師 北見　宏介 平成24年4月

担当者変更(24）
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担当授業科目名
兼担・

兼任　

「スポーツ・健康演習」のうち齋藤健
治兼任講師が担当する科目（代表者は
湯川治敏准教授）は、当該学部の履修
者がいないため、平成24年度は当該学
部の科目としては開講しない（24）

「スポーツ方法Ⅶ」は、学外で行う体
育実技科目については、当分の間行わ
ないことを大学として確認しているた
め、平成25年度及び平成26年度は開講
しない（25・26）

「スポーツ実技Ⅱ」は、担当科目の調
整の結果追加したが、齋藤健治兼任講
師が担当する科目は、履修希望者がい
ないため、平成25年度は開講しない
（25）
「スポーツ実技Ⅱ」は、担当科目の調
整の結果、平成26年度は担当しない
（26）
「Reading」は、担当科目の調整の結
果、平成24年度及び平成25年度は担当
しない（24・25）
「Reading」は、当該学部と文学部の
共通教育科目として開講されており、
当人が文学部クラスを担当することに
伴い、平成25年度及び平成26年度は担
当しない（25・26）

「TOEIC」は、担当科目の調整の結
果、平成24年度は担当しない（24）
「TOEIC」は、当該学部と文学部の共
通教育科目として開講されており、当
人が文学部クラスを担当することに伴
い、平成25年度及び平成26年度は担当
しない（25・26）

「Practical English Ⅰ」は、担当科
目の調整の結果、平成25年度及び平成
26年度は担当しない（25・26）
「Practical English Ⅱ」は、担当科
目の調整の結果、平成25年度及び平成
26年度は担当しない（25・26）

平成25年8月兼担助教に任用変更
（25）

「マルチメディア表現」は、平川雄一
兼任講師が担当することに伴い、平成
26年度は担当しない（26）

「GIS演習Ⅰ」のうち、佐藤正之兼担
助教が担当する科目は、履修希望者が
いないため開講しない（25）
「GIS演習Ⅰ」は、担当科目の調整の
結果、平成26年度は担当しない（26）

「地域コミュニティ論」は、担当者変
更により追加（24）
「地域コミュニティ論」は、鈴木誠教
授が担当することに伴い、平成26年度
は担当しない（26）

マルチメディ
ア表現

兼担 助教

ネットワーク
演習

社会データ分
析入門

経済地理学

兼任 講師 繁原　央 平成23年4月

兼任 講師 渋澤　博幸 平成25年4月

文化人類学

日本事情Ⅱ

兼担 助教平成23年4月

ネットワーク
演習

社会データ分
析入門

地域コミュニ
ティ論

GIS演習Ⅰ

｢社会データ分析入門｣は、担当科目の
調整の結果、平成23年度は担当しない
(23)
「ネットワーク演習」及び「社会デー
タ分析入門」は、担当科目の調整の結
果、平成24年度、平成25年度及び平成
26年度は担当しない（24・25・26）

｢日本事情Ⅱ｣は、留学生を対象として
おり、平成23年度は留学生不在のため
開講しない(23)
「日本事情Ⅱ」は、当該学部と文学部
の共通教育科目として開講している
が、当該学部の履修希望者がいないた
め、平成24年度は当該学部の科目とし
ては開講しない（24）
本学現代中国学部の教員として採用さ
れたため、「日本事情Ⅱ」は石川知嘉
子兼任講師に担当者を変更（25）

兼任 講師 佐久間　邦弘

兼任 講師 佐藤　良子

兼任 講師 佐藤　正之 平成23年4月

GIS演習Ⅰ

マルチメディ
ア表現

スポーツ・健
康演習　※

情報総合演習

平成23年4月

｢情報総合演習｣は、担当科目の調整の
結果、平成24年度、平成25年度及び平
成26年度は担当しない(24・25・26)

Practical
English Ⅰ

Practical
English　Ⅱ

兼任 講師

TOEIC

齋藤　佳子 平成23年4月

兼任 講師 坂井　秀一 平成23年4月

TOEIC

Practical
English Ⅰ

Practical
English　Ⅱ

スポーツ実技
Ⅰ

スポーツ方法
Ⅳ

スポーツ実技
Ⅱ

スポーツ方法
Ⅶ

スポーツ・健
康演習　※

スポーツ・健
康演習　※

ReadingReading

スポーツ実技
Ⅰ

スポーツ方法
Ⅳ

スポーツ方法
Ⅶ兼任 講師 齋藤　健治 平成23年4月
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「ＮＰО論」は、内藤節子兼任講師の
担当分を担当することに伴い追加
（26）

「スポーツ実技Ⅰ」は、履修希望者が
いないため平成24年度は開講しない
（24）
「スポーツ実技Ⅰ」は、当該学部と文
学部の共通教育科目として開講してい
るが、当該学部の履修希望者がいない
ため、平成25年度は当該学部の科目と
しては開講しない（25）

「スポーツ方法Ⅴ」は、履修希望者が
いないため、平成25年度及び平成26年
度は開講しない（25・26）

｢応用中国語Ⅰ」は、担当科目の調整
の結果、平成24年度、平成25年度及び
平成26年度は担当しない（24・25・
26）

｢応用中国語Ⅱ」は、担当科目の調整
の結果、平成24年度、平成25年度及び
平成26年度は担当しない（24・25・
26）

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（25）

｢入門韓国・朝鮮語Ⅰ｣は、担当科目の
調整の結果、平成23年度、平成24年
度、平成25年度及び平成26年度は担当
しない(23・24・25・26)

「入門韓国・朝鮮語Ⅱ」は、担当科目
の調整の結果、平成23年度、平成24年
度、平成25年度及び平成26年度は担当
しない(23・24・25・26)

「Practical EnglishⅠ」は、当該学
部と文学部の共通教育科目として開講
されており、当人が文学部クラスを担
当することに伴い、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
（24・25・26）

「Practical EnglishⅡ」は、当該学
部と文学部の共通教育科目として開講
されており、当人が文学部クラスを担
当することに伴い、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
（24・25・26）

「Reading」は、当該学部と文学部の
共通教育科目として開講されており、
当人が当該学部クラスを担当すること
に伴い、平成23年度に繰り上げて担
当。

「TOEIC」は、平成23年度後期に開講
(23)

スポーツ方法
Ⅶ

「スポーツ方法Ⅶ」は、学外で行う体
育実技科目については、当分の間行わ
ないことを大学として確認しているた
め、平成25年度及び平成26年度は開講
しない（25・26）

兼任 講師 高木　秀和 平成25年4月

兼任 講師 髙丸　功 平成25年4月

水産資源論

平成23年4月

Practical
English Ⅰ

Practical
English　Ⅱ

Reading

TOEIC

Practical
English Ⅰ

Practical
English　Ⅱ

基礎韓国･朝鮮
語Ⅱ

兼任 講師 世古口　真 平成23年4月

入門韓国･朝鮮
語Ⅰ

兼任 講師 祖父江　美穂 平成24年4月

地域の食文化

食具論　※ 食具論　※ 「地域の食文化」は、印南敏秀教授と
ともに担当することに伴い、就任年月
を平成24年度に繰り上げ（24）
「地域の食文化」は、担当科目の調整
の結果、平成25年度及び平成26年度は
担当しない（25・26）

平成24年4月

総合科目

入門韓国･朝鮮
語Ⅱ

基礎韓国･朝鮮
語Ⅰ

法学

憲法
兼任 講師 鈴木　光善 平成23年4月

平成25年4月鈴木　良昌講師兼任

「法学」は、担当科目の調整の結果、
平成26年度は担当しない（26）

応用中国語Ⅰ

応用中国語Ⅱ

兼任 講師 鈴木　里美 平成25年4月

兼任 講師 鈴木　常勝 平成24年4月

セーフティ・
マネジメント

スポーツ方法
Ⅶ

「スポーツ方法Ⅶ」は、学外で行う体
育実技科目については、当分の間行わ
ないことを大学として確認しているた
め、平成25年度及び平成26年度は開講
しない（25・26）

兼任 講師 杉町　明子 平成23年4月

兼任 講師 鈴木　理 平成25年4月

スポーツ・健
康演習　※

スポーツ実技
Ⅰ

スポーツ方法
Ⅴ

地域通貨論

兼任 講師 渋谷　典子 平成25年4月

兼任 講師 杉浦　明巳 平成25年4月

ＮＰО論

コミュニティ・
ビジネス論

コミュニティ・
ビジネス論
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「Advanced ReadingⅠ」は、担当科目
の調整の結果、平成24年度及び平成25
年度は担当しない（24・25）
「Advanced ReadingⅠ」は、当該学部
と文学部の共通教育科目として開講さ
れており、当人が文学部クラスを担当
することに伴い、平成25年度及び平成
26年度は担当しない（25・26）

「Advanced ReadingⅡ」は、担当科目
の調整の結果、平成24年度は担当しな
い（24）
「Advanced ReadingⅡ」は、当該学部
と文学部の共通教育科目として開講さ
れており、当人が文学部クラスを担当
することに伴い、平成25年度及び平成
26年度は担当しない（25・26）

｢入門中国語Ⅰ｣は、担当科目の調整の
結果、平成23年度、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「入門中国語Ⅱ」は、担当科目の調整
の結果、平成23年度、平成24年度、平
成25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「応用中国語Ⅰ」は、当該学部と文学
部の共通教育科目として開講されてお
り、当人が文学部クラスを担当するこ
とに伴い、平成24年度は担当しない
（24）

「応用中国語Ⅱ」は、当該学部と文学
部の共通教育科目として開講されてい
るが、当該学部の履修希望者がいない
ため、平成24年度は当該学部の科目と
しては開講しない（24）

｢基礎中国語Ⅰ｣は、担当科目の調整の
結果、平成23年度、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「基礎中国語Ⅱ」は、担当科目の調整
の結果、平成23年度、平成24年度、平
成25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「応用中国語Ⅰ」は、担当科目の調整
の結果、平成24年度、平成25年度及び
平成26年度は担当しない(24・25・26)

「応用中国語Ⅱ」は、担当科目の調整
の結果、平成24年度、平成25年度及び
平成26年度は担当しない(24・25・26)

「Advanced ReadingⅠ」は、担当科目
の調整の結果、平成24年度、平成25年
度及び平成26年度は担当しない（24・
25・26）

「Advanced ReadingⅡ」は、担当科目
の調整の結果、平成24年度、平成25年
度及び平成26年度は担当しない（24・
25・26）

兼任 講師 蓬郷　尚代 平成25年4月

「スポーツ方法Ⅶ」は、学外で行う体
育実技科目については、当分の間行わ
ないことを大学として確認しているた
め、平成25年度及び平成26年度は開講
しない（25・26）

スポーツ方法
Ⅶ

スポーツ・健
康演習　※

スポーツ実技
Ⅰ

トレーニング
科学

兼任 講師 鶴見　恵子 平成23年4月

スポーツ・健
康演習　※

兼任 講師 寺坂　ヱ 平成23年4月

「スポーツ・健康演習」は、担当科目
の調整の結果、平成24年度、平成25年
度及び平成26年度は担当しない（24・
25・26）

Advanced
Reading Ⅰ

Advanced
Reading Ⅱ

兼任 講師 椿原　徹也 平成25年4月

兼任 講師 津村　公博 平成24年4月

「スポーツ方法Ⅶ」は、学外で行う体
育実技科目については、当分の間行わ
ないことを大学として確認しているた
め、平成25年度及び平成26年度は開講
しない（25・26）

スポーツ方法
Ⅶ

基礎中国語Ⅰ

基礎中国語Ⅱ

応用中国語Ⅰ

応用中国語Ⅱ

兼任 講師 張　慧娟

入門中国語Ⅰ

入門中国語Ⅱ

応用中国語Ⅰ

応用中国語Ⅱ

平成23年4月

兼任 講師 陳　秦銀 平成23年4月

平成24年4月

ReadingReading

TOEIC

Advanced
Reading Ⅰ

Advanced
Reading Ⅱ

TOEIC

Advanced
Reading Ⅰ

Advanced
Reading Ⅱ

平成23年3月
田本真喜子兼任講師本学退職（23）
 「Reading」及び｢TOEIC｣
 は早川勇教授のクラス増
 により対応。
 「Advanced Reading I」
 及び「Advanced Readi
 ngII」は2年次配当科目
 （平成24年度開講）のた
　め、支障はない。

「Reading」及び「TOEIC」は当該学部
と文学部の共通教育科目として開講さ
れており、当人が文学部クラスを担当
することに伴い、平成24年度は担当し
ない（24）

兼任 講師 田本　真喜子 平成23年4月
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就任予定年月

専任・

兼任　

兼担・

の別　 の別　

氏　　名職名職名 就任予定年月氏　　名 担当授業科目名

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・
備　　考

担当授業科目名
兼担・

兼任　

「Advanced ReadingⅠ」は、当該学部
と文学部の共通教育科目として開講さ
れており、当人が文学部クラスを担当
することに伴い、平成24年度、平成25
年度及び平成26年度は担当しない
（24・25・26）

「Advanced ReadingⅡ」は、当該学部
と文学部の共通教育科目として開講さ
れており、当人が文学部クラスを担当
することに伴い、平成24年度、平成25
年度及び平成26年度は担当しない
（24・25・26）

「Reading」は、当該学部と文学部の
共通教育科目として開講されており、
当人が当該学部クラスを担当すること
に伴い、平成23年度に繰り上げて担
当。

「TOEIC」は、平成23年度後期に開講
(23)

｢基礎中国語Ⅰ｣は、担当科目の調整の
結果、平成23年度、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「基礎中国語Ⅱ」は、担当科目の調整
の結果、平成23年度、平成24年度、平
成25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

担当者変更(23)
「歴史学」は、担当科目の調整の結
果、小久保嘉紀兼任講師は平成24年
度、平成25年度及び平成26年度は担当
しない（24・25・26）

担当者変更(23)
平成25年3月　青島陽子兼担助教本学
退職（25）
　「歴史学」は長井千秋兼担准教授
　が担当するため支障はない。

担当者変更(25)

「マルチメディア表現」は、佐藤正之
兼担助教の担当分を担当することに伴
い追加（26）

兼任 講師 平川　雄一 平成23年4月 マルチメディ
ア表現

情報総合演習 情報総合演習

兼任 講師 菱川　晶子 平成23年4月

兼任 講師 桧森　隆一 平成25年4月

民俗学 「民俗学」は、当該学部の履修希望者
がいないため、平成25年度及び平成26
年度は当該学部の科目としては開講し
ない（25・26）

兼任 講師
パトリック
デイビス

平成23年4月

Communication
Skills Ⅰ

「Communication SkillsⅡ」は、担当
科目の調整の結果、平成23年度は担当
しない（23）

「Communication SkillsⅠ」及び
「Communication SkillsⅡ」は、ジョ
ン ウルフギャング ロバーツ兼担助教
に担当者変更（24）

Communication
Skills Ⅱ

統計学入門

数理科学

兼任 講師
バコウスキー

トニー
平成23年4月

兼任 講師 林　芳樹 平成23年4月

Communicative
English Ⅰ

Communicative
English Ⅱ

講師 野地　恒有 平成23年4月

兼任 講師 西本　昌司 平成24年4月

文化情報・メ
ディア論　※

平成23年4月

歴史学

歴史学

歴史学

兼担
 専

兼担

兼任 講師 中元　崇智 平成23年4月

歴史学

兼任 講師 小久保　嘉紀

基礎中国語Ⅱ

基礎中国語Ⅰ

兼任 講師 中島　史朗 平成25年4月

兼任 講師 中西　千香 平成23年4月

「アダプテッド・スポーツ論」は、3
年次配当から2年次配当に変更となっ
たことに伴い、就任年月を平成24年度
に繰り上げ（24）
「アダプテッド・スポーツ論」は、担
当科目の調整の結果、平成26年度より
担当者（新井野洋一教授）追加（26）
「スポーツ方法Ⅷ」は、担当科目の調
整の結果、平成26年度より担当者（尼
崎光洋准教授）追加（26）

スポーツ方法
Ⅷ　※

アダプテッ
ド・スポーツ
論

スポーツ方法
Ⅷ

平成24年4月

アダプテッ
ド・スポーツ
論　※

平成23年4月

Advanced
Reading Ⅰ

Advanced
Reading Ⅱ

Reading

TOEIC

Advanced
Reading Ⅰ

Advanced
Reading Ⅱ

兼任 講師 中川　清 平成23年4月

兼任 講師 中嶋　こずえ 平成24年4月

担当者変更(25)経済原論
兼任 講師 田中　育久男 平成25年4月

経済原論

ＮＰО論 「ＮＰＯ論」は、渋谷典子兼任講師が
担当することに伴い、平成26年度は担
当しない（26）

兼任 講師 内藤　節子 平成25年4月

兼任 講師

兼任

仲山　茂 平成23年4月

文化人類学

確率入門

文化政策論

民俗学

考古学

平成23年4月青島　陽子助教

准教
授

長井　千秋 平成25年4月
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就任予定年月

専任・

兼任　

兼担・

の別　 の別　

氏　　名職名職名 就任予定年月氏　　名 担当授業科目名

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・
備　　考

担当授業科目名
兼担・

兼任　

｢Reading｣は、担当科目の調整の結
果、平成23年度、平成24年度、平成25
年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「TOEIC」は、担当科目の調整の結
果、平成23年度、平成24年度、平成25
年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

「Practical EnglishⅠ」は、担当科
目の調整の結果、平成24年度、平成25
年度及び平成26年度は担当しない
(24・25・26)

「Practical EnglishⅡ」は、担当科
目の調整の結果、平成24年度、平成25
年度及び平成26年度は担当しない
(24・25・26)

「Advanced ReadingⅠ」は、担当科目
の調整の結果、平成24年度、平成25年
度及び平成26年度は担当しない(24・
25・26)

「Advanced ReadingⅡ」は、担当科目
の調整の結果、平成24年度、平成25年
度及び平成26年度は担当しない(24・
25・26)

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（25）

「Advanced ReadingⅠ」は、担当科目
の調整の結果、平成24年度、平成25年
度及び平成26年度は担当しない（24・
25・26）

「Advanced ReadingⅠⅡ」は、担当科
目の調整の結果、平成24年度、平成25
年度及び平成26年度は担当しない
（24・25・26）

平成23年4月松田　香代子講師兼任 総合科目

兼任 講師 森　暢子 平成24年4月

Advanced
Reading Ⅰ

Advanced
Reading Ⅱ

「スポーツ・健康演習」のうち宮崎幸
子兼任講師が担当する科目（代表者は
湯川治敏准教授）は、当該学部の履修
者がいないため、平成24年度は当該学
部の科目としては開講しない（24）

スポーツ・健
康演習　※

三田　妃路佳 平成25年4月

担当者変更(25)

担当者変更（26）

公共セクター
論

公共セクター
論平成26年4月

兼任 講師

兼任 講師 宮崎　幸子 平成23年4月

｢日本語・表現Ⅰ｣、｢日本語・表現
Ⅱ｣、｢日本語・論文技術（基礎）
Ⅰ｣、｢日本語・論文技術（基礎）Ⅱ｣
は、留学生を対象としており、平成23
年度は留学生不在のため開講しない
(23)
「日本語・表現Ⅰ」及び「日本語・論
文技術（応用）Ⅰ」は、担当科目の調
整の結果、平成24年度、平成25年度及
び平成26年度は担当しない（24・25・
26）
「日本語・表現Ⅱ」及び「日本語・論
文記述（応用）Ⅱ」は、担当科目の調
整の結果、平成24年度は担当しない
（24）
「日本語・表現Ⅱ」は、担当科目の調
整の結果、平成25年度及び平成26年度
は担当しない（25・26）
「日本語・論文技術（応用）Ⅰ」は、
担当科目の調整の結果、平成25年度及
び平成26年度は担当しない（25・26）

兼任 講師 松山　明 平成24年4月

兼任 講師 水木　一恵 平成23年4月

日本語・表現
Ⅰ

日本語・表現
Ⅱ

日本語・論文技
術（基礎）Ⅰ

日本語・論文技
術（応用）Ⅱ

日本語・論文技
術（基礎）Ⅱ

日本語・論文技
術（応用）Ⅰ

生活インフラ
論

古典の世界
兼任 講師 松村　美奈 平成23年4月

民俗学 民俗学

Reading

TOEIC

Practical
English Ⅰ

Practical
English　Ⅱ

Advanced
Reading Ⅰ

Advanced
Reading Ⅱ

兼任 講師 本田　安都子 平成23年4月

兼任 講師
マーサ　ロ
バートソン

平成23年4月

「Reading」及び「TOEIC」は、当該学
部と文学部の共通教育科目として開講
されており、当人が文学部クラスを担
当することに伴い、平成23年度は担当
しない(23)
「Reading」は、担当科目の調整の結
果、平成24年度、平成25年度及び平成
26年度は担当しない（24・25・26）

「TOEIC」は、担当科目の調整の結
果、平成24年度、平成25年度及び平成
26年度は担当しない（24・25・26）

Reading

TOEIC

スポーツ方法
Ⅶ

「スポーツ方法Ⅶ」は、学外で行う体
育実技科目については、当分の間行わ
ないことを大学として確認しているた
め、平成25年度及び平成26年度は開講
しない（25・26）

兼任 講師 細谷　聡 平成25年4月

公共セクター
論

講師 京 俊介

兼任

兼任

講師 平成25年4月松浦 淳介
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就任予定年月

専任・

兼任　

兼担・

の別　 の別　

氏　　名職名職名 就任予定年月氏　　名 担当授業科目名

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・
備　　考

担当授業科目名
兼担・

兼任　

「自然環境と地理」は、担当科目の調
整の結果追加（25）
「自然環境と地理」は、宮沢哲男兼任
講師の担当分を担当することに伴い追
加（26）

「都市と水」は、秋山知宏兼任講師の
担当分を担当することに伴い追加
（26）

「Communication SkillsⅣ」は、当該
学部と他学部（平成24年度以降は文学
部）の共通教育科目として開講されて
いるが、当該学部の履修希望者がいな
いため、平成23年度及び平成24年度は
当該学部の科目としては開講しない
（23・24）
「Communication SkillsⅣ」は、ジョ
ンドゥモビッチ兼担助教が担当するこ
とに伴い、平成25年度は担当しない
（25）
「Communication SkillsⅣ」は、ジョ
ンドゥモビッチ兼担助教が担当する
（26）

兼担 助教 植田　剛史

社会学

兼任 講師 山口　宏 平成23年4月
担当者変更（25）

平成25年4月
社会学

森林の管理と
経営

スポーツ・健
康演習　※

Communication
Skills Ⅰ

兼担 助教

Communication
Skills Ⅱ

Communication
Skills Ⅲ

本学文学部の教員として採用されたた
め(23)
平成26年3月
ヤングアンソニー　エドワード兼担助
教本学退職（26）
「Communication SkillsⅠ」は、ジョ
ンドゥモビッチ兼担助教が担当するこ
とに伴い、平成24年度及び平成25年度
は担当しない（24・25）
「Communication SkillsⅠ」及び
「Communication SkillsⅡ」は、ダニ
エル　デヴォリン兼担助教が担当する
（26）
「Communication SkillsⅡ」は、ジョ
ンドゥモビッチ兼担助教が担当するこ
とに伴い、平成24年度は担当しない
（24）
「Communication SkillsⅢ」は、ジョ
ンドゥモビッチ兼担助教が担当する
（26）

Communication
Skills Ⅳ

学校保健

兼任 講師 山本　隼彦 平成25年4月

兼任 講師
ヤングアンソ
ニー　エド
ワード

平成23年4月

スポーツ実技
Ⅱ

兼任 講師 山中　髙光 平成23年4月

経済学

兼任 講師 山田　棟司 平成24年4月

社会学 担当者変更（24）
樫村愛子兼任教授は、海外研修中のた
め平成25年度は担当しない（25）

平成24年4月

「スポーツ方法Ⅵ」は、学外で行う体
育実技科目については、当分の間行わ
ないことを大学として確認しているた
め、平成25年度及び平成26年度は開講
しない（25・26）

兼担 教授 樫村　愛子

スポーツ方法
Ⅵ

兼任 講師 柳原　大 平成25年4月

「スポーツ・健康演習」は、担当科目
の調整の結果、平成24年度及び平成25
年度は担当しない（24・25）
「スポーツ実技Ⅰ」は担当科目の調整
の結果追加（26）
「運動生理学」は、渡部琢也兼任講師
の担当分を担当することに伴い追加
（26）

運動生理学

スポーツ・健
康演習　※

スポーツ実技
Ⅰ

「マルチメディア表現」は、担当科目
の調整の結果、平成24年度、平成25年
度及び平成26年度は担当しない（24・
25・26）

マルチメディ
ア表現

兼任 講師 安田　好文 平成23年4月

兼任 講師 森野　誠之 平成23年4月

都市と水

自然環境と地
理

森林の管理と
経営

兼任 講師 森田　優己 平成25年4月

兼任 講師 森田　実 平成25年4月

交通運輸政策
論

「スポーツ方法Ⅶ」は、学外で行う体
育実技科目については、当分の間行わ
ないことを大学として確認しているた
め、平成25年度及び平成26年度は開講
しない（25・26）

スポーツ方法
Ⅶ

兼任 講師 森田　啓 平成25年4月
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就任予定年月

専任・

兼任　

兼担・

の別　 の別　

氏　　名職名職名 就任予定年月氏　　名 担当授業科目名

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・
備　　考

担当授業科目名
兼担・

兼任　

｢情報総合演習｣は、担当科目の調整の
結果、平成23年度、平成24年度、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
(23・24・25・26)

｢Practical EnglishⅠ｣は、担当科目
の調整の結果、平成24年度、平成25年
度及び平成26年度は担当しない(24・
25・26)

｢Practical EnglishⅡ｣は、担当科目
の調整の結果、平成24年度、平成25年
度及び平成26年度は担当しない(24・
25・26)

｢スポーツ・健康演習｣は、担当科目の
調整の結果、平成23年度、平成24年
度、平成25年度及び平成26年度は担当
しない(23･24・25・26)

「スポーツ実技Ⅰ」は、担当科目の調
整の結果、平成26年度は担当しない
（26）

「運動生理学」は、安田好文兼任講師
が担当することに伴い、平成26年度は
担当しない（26）

「中国語会話（中級）Ⅰ」は、担当科
目の調整の結果追加（25）
「中国語会話（中級）Ⅰ」は、履修希
望者がいないため開講しない（26）

「中国語会話（中級）Ⅱ」は、担当科
目の調整の結果追加（25）

中国語会話
（中級）Ⅰ

スポーツ・健
康演習　※

スポーツ実技
Ⅰ

ジュニアス
ポーツ論

運動生理学

兼担
専

助教

中国語会話
（中級）Ⅱ

基礎中国語Ⅱ

平成23年4月孟　文蕾

ロイック　ル
ヌウ

兼任 講師

「入門フランス語Ⅰ」は、当該学部と
文学部の共通教育科目として開講され
ており、当人が当該学部クラスを担当
することに伴い追加(23)
「入門フランス語Ⅰ」は、当該学部と
文学部の共通教育科目として開講され
ているが、当該学部の履修希望者がい
ないため、平成24年度及び平成25年度
は当該学部の科目としては開講しない
（24・25）
「入門フランス語Ⅱ」は、当該学部と
文学部の共通教育科目として開講され
ており、当人が当該学部クラスを担当
することに伴い追加。平成24年度及び
平成25年度は当該学部の履修希望者が
いないため、当該学部の科目としは開
講しない（24・25）
平成26年3月
ロイック　ルヌウ兼担助教本学退職
（26）
「入門フランス語Ⅰ」及び「入門フラ
ンス語Ⅱ」は、オリベロレジス兼担助
教が担当する（26）

入門フランス
語Ⅱ

小林　奈央子 平成23年4月

平成23年4月

入門フランス
語Ⅰ

宗教学 教育の充実を図るため追加（23）
「宗教学」は、三好俊徳兼任講師が担
当することに伴い、平成26年度は担当
しない（26）

環境政策論

兼任 講師 渡部　琢也 平成23年4月

兼任 講師 渡邊　齊 平成25年4月

文化人類学

兼任 講師
リンダ　ド
ナーン

平成24年4月

兼任 講師 和崎　春日 平成23年4月

Practical
English Ⅰ

Practical
English Ⅱ

情報総合演習

ネットワーク
演習

兼任 講師
応用中国語Ⅰ

応用中国語Ⅱ

兼任 講師 龍　昌治 平成23年4月

入門中国語Ⅰ

劉　慶普 平成23年4月

入門中国語Ⅱ

「入門中国語I」及び「入門中国語
Ⅱ」は、当該学部と文学部の共通教育
科目として開講されており、当人が文
学部クラスを担当することに伴い、平
成23年度は担当しない(23)

平成23年4月

入門韓国・朝
鮮語Ⅰ

朴　蓮淑講師

「基礎中国語Ⅰ」及び｢基礎中国語Ⅱ｣
は、当該学部と文学部の共通教育科目
として開講されており、当人が当該学
部クラスを担当することに伴い追加
(23)
「基礎中国語Ⅰ」及び「基礎中国語
Ⅱ」は、担当科目の調整の結果、平成
26年度は担当しない（26）兼任 講師

基礎中国語Ⅰ

兼任 講師

兼任

平成23年4月

総合科目

姜信和兼任講師の体調不良に伴い追加
（23）
「入門韓国・朝鮮語Ⅰ」及び「入門韓
国・朝鮮語Ⅱ」は、金元榮兼任講師に
担当者を変更（25）

入門韓国・朝
鮮語Ⅱ

「総合科目」は、担当科目の調整の結
果追加（23）
「総合科目」は、平成24年度は栗山繁
兼任講師に担当者を変更（24）

澤田　和明

47



就任予定年月

専任・

兼任　

兼担・

の別　 の別　

氏　　名職名職名 就任予定年月氏　　名 担当授業科目名

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・
備　　考

担当授業科目名
兼担・

兼任　

「言語と文化」は、土屋洋二兼担教授
の後期担当分を担当することに伴い追
加（24）
「言語と文化」は、海老澤善一兼担教
授が担当することになったため、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
（25・26）

「芸術論」は、教育の充実を図るため
追加（24）
「芸術論」は、担当科目の調整の結
果、平成25年度及び平成26年度は担当
しない（25・26）

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（25）

「基礎ドイツ語Ⅱ」は、担当科目の調
整の結果追加。当該学部と文学部の共
通教育科目として開講されているが、
当該学部の履修希望者がいないため、
平成24年度は当該学部の科目としては
開講しない(24)
「基礎ドイツ語Ⅱ」は、担当科目の調
整の結果、平成25年度及び平成26年度
は担当しない（25・26）

梶浦 直子兼任 講師

兼担
ジョン ドゥモ

ビッチ
助教 平成24年4月

准教
授

吉野　さつき兼担

「Reading」及び「TOEIC」は、教育の
充実を図るため追加（24）
「Reading」及び「TOEIC」は、担当科
目の調整の結果、平成25年度及び平成
26年度は担当しない（25・26）

TOEIC
兼任 講師 朝倉 政映

Reading

平成24年4月

TOEIC
兼任 講師 尾碕 一志 平成24年4月

Reading

入門ドイツ語
Ⅰ

「Reading」及び「TOEIC」は、教育の
充実を図るため追加（24）
「Reading」及び「TOEIC」は、担当科
目の調整の結果、平成25年度及び平成
26年度は担当しない（25・26）

平成24年4月

「入門ドイツ語Ⅰ」及び「入門ドイツ
語Ⅱ」は、河合まゆみ兼担准教授の担
当分を担当することに伴い追加（24）
「入門ドイツ語Ⅰ」は、当該学部と文
学部の共通教育科目として開講されて
いるが、当該学部の履修希望者がいな
いため、平成24年度及び平成25年度は
当該学部の科目としては開講しない
（24・25）
「入門ドイツ語Ⅱ」は、当該学部と文
学部の共通教育科目として開講されて
いるが、当該学部の履修希望者がいな
いため、平成24年度及び平成25年度は
当該学部の科目としては開講しない
（24・25）

入門ドイツ語
Ⅱ

Communication
Skills Ⅳ

Communication
Skills Ⅰ

Communication
Skills Ⅱ

Communication
Skills Ⅲ

平成24年4月

心理学

平成24年4月

言語と文化

「Communication SkillsⅢ」及び
「Communication SkillsⅣ」は、教育
の充実を図るため追加。
「Communication SkillsⅣ」のうち
ジョン ドゥモビッチ兼任助教が担当
する科目は、履修希望者がいないため
平成24年度は開講しない（24）
「Communication SkillsⅢ」は、担当
科目の調整の結果、平成25年度は担当
しない（25）

兼担
准教
授

鎌倉 利光

「心理学」は、教育の充実を図るため
追加（24）
「心理学」は、当該学部と文学部の共
通教育科目として開講されているが、
当該学部の履修希望者は樋口義治兼担
教授が担当する同一名称科目を履修す
ることが指定されているため、平成24
年度、平成25年度及び平成26年度は、
当該学部の科目としては開講しない
（24・25・26）

「Communication SkillsⅠ」及び
「Communication SkillsⅡ」は、ヤン
グアンソニーエドワード兼担助教の担
当分を担当することに伴い追加。
「Communication SkillsⅡ」のうち
ジョン ドゥモビッチ兼任助教が担当
する科目は、履修希望者がいないため
平成24年度は開講しない（24）
「Communication SkillsⅡ」は、ヤン
グアンソニーエドワード兼担助教が担
当するため、平成25年度は担当しない
（25）
「Communication SkillsⅠ」及び
「Communication SkillsⅡ」は、ダニ
エルデヴォリン兼担助教が担当するた
め、平成26年度は担当しない（26）

基礎ドイツ語
Ⅱ

総合科目

芸術論
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就任予定年月

専任・

兼任　

兼担・

の別　 の別　

氏　　名職名職名 就任予定年月氏　　名 担当授業科目名

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・
備　　考

担当授業科目名
兼担・

兼任　

兼任 講師 金　元榮

山口　憲男

平成25年4月
入門韓国・朝
鮮語Ⅱ

宗教学 「宗教学」は、担当科目の調整の結果
追加（24）
「宗教学」は、担当科目の調整の結
果、平成25年度及び平成26年度は担当
しない（25・26）

平成24年4月兼任 講師 タシ メメティ

櫻井 陽子 平成24年4月

Advanced
Reading Ⅰ

Advanced
Reading Ⅱ

兼担
兼任

助教
講師

兼任 講師 高橋 めぐみ
基礎中国語Ⅱ

平成24年4月

基礎中国語Ⅰ

兼任 講師 栗山 繁 平成24年4月

総合科目

「基礎フランス語Ⅰ」及び「基礎フラ
ンス語Ⅱ」は、教育の充実を図るため
追加（24）

「基礎フランス語Ⅰ」及び「基礎フラ
ンス語Ⅱ」は、当該学部と文学部の共
通教育科目として開講されているが、
当該学部の履修希望者がいないため、
平成24年度及び平成25年度は当該学部
の科目としては開講しない（24・25）

基礎フランス
語Ⅱ

「入門ドイツ語Ⅰ」及び「入門ドイツ
語Ⅱ」は、河合まゆみ兼担准教授の担
当分を担当することに伴い追加。「入
門ドイツ語Ⅰ」及び「入門ドイツ語
Ⅱ」は、当該学部と文学部の共通教育
科目として開講されているが、当該学
部の履修希望者がいないため、平成24
年度は当該学部の科目としては開講し
ない（24）
「入門ドイツ語Ⅰ」及び「入門ドイツ
語Ⅱ」は、担当科目調整の結果、平成
25年度及び平成26年度は担当しない
（25・26）

入門ドイツ語
Ⅱ

「総合科目」は、担当科目の調整の結
果追加（24）
「総合科目」は、浴俊彦兼任講師が担
当することに伴い、平成25年度は担当
しない（25）
「総合科目」は、宮田譲兼任講師が担
当することに伴い、平成26年度は担当
しない（26）

「Advanced ReadingⅠ」及び
「Advanced ReadingⅡ」は、担当科目
の調整の結果追加（24）
平成26年4月
語学教育研究室所属教員として採用さ
れたため（26）
「Advanced ReadingⅠ」及び
「Advanced ReadingⅡ」は、担当科目
の調整の結果、平成26年度は担当しな
い（26）

兼任 講師 松崎 成子

基礎フランス
語Ⅰ

講師 保坂 和宣 平成24年4月

入門ドイツ語
Ⅰ

兼任

「入門ロシア語Ⅰ」及び「入門ロシア
語Ⅱ」は、清水伸子兼担准教授の担当
分を担当することに伴い追加。「入門
ロシア語Ⅰ」は、当該学部と文学部の
共通教育科目として開講されている
が、当該学部の履修希望者がいないた
め、平成24年度、平成25年度及び平成
26年度は当該学部の科目としては開講
しない（24・25・26）

「入門ロシア語Ⅱ」は、当該学部と文
学部の共通教育科目として開講されて
いるが、当該学部の履修希望者がいな
いため、平成24年度及び平成25年度は
当該学部の科目としては開講しない
（24・25）

「基礎中国語Ⅰ」及び「基礎中国語
Ⅱ」は、教育の充実を図るため追加
（24）
「基礎中国語Ⅰ」及び「基礎中国語
Ⅱ」は、担当科目の調整の結果、平成
26年度は担当しない（26）

入門ロシア語
Ⅱ

講師 宮崎 千穂 平成24年4月

入門ロシア語
Ⅰ

兼任

「Reading」及び「TOEIC」は、教育の
充実を図るため追加（25）
「Reading」及び「TOEIC」は、当該学
部と文学部の共通教育科目として開講
されているが、当人が文学部の科目を
担当するため、平成26年度は当該学部
の科目としては担当しない（26）

TOEIC

平成24年4月

基礎フランス
語Ⅰ

「基礎フランス語Ⅰ」及び「基礎フラ
ンス語Ⅱ」は、教育の充実を図るため
追加（24）
「基礎フランス語Ⅰ」は、当該学部と
文学部の共通教育科目として開講され
ているが、当該学部の履修希望者がい
ないため、平成24年度及び平成25年度
は当該学部の科目としては開講しない
（24・25）
「基礎フランス語Ⅱ」は、当該学部と
文学部の共通教育科目として開講され
ているが、当該学部の履修希望者がい
ないため、平成24年度及び平成25年度
は当該学部の科目としては開講しない
（24・25）

入門韓国・朝
鮮語Ⅰ

「入門韓国・朝鮮語Ⅰ」及び「入門韓
国・朝鮮語Ⅱ」は、朴蓮淑兼任講師の
担当分を担当するため追加（25）

基礎フランス
語Ⅱ

岡部　香代子兼任 講師

兼任 講師

Reading

平成25年4月

平成24年4月
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就任予定年月

専任・

兼任　

兼担・

の別　 の別　

氏　　名職名職名 就任予定年月氏　　名 担当授業科目名

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・
備　　考

担当授業科目名
兼担・

兼任　

「心理学」は、樋口義治兼担教授の担
当分を担当するため追加（25）

「総合科目」は、担当科目の調整の結
果追加（25）

「総合科目」は、栗山繁兼任講師の担
当分を担当することに伴い追加（25）
「総合科目」は、担当科目の調整の結
果、平成26年度は担当しない（26）

「古典の世界」は、担当科目の調整の
結果追加（26）

「地域イノベーション論」は、戸田
敏行教授の担当分を担当することに伴
い追加（26）

「流域管理論」は、秋山知宏兼任講師
の担当分を担当することに伴い追加
（26）

「宗教学」は、小林奈央子兼任講師の
担当分を担当することに伴い追加
（26）

「総合科目」は、浴俊彦兼任講師の担
当分を担当することに伴い追加（26）

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（25）

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（25）

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（25）

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（26）

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（25）

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（25）

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（25）

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（25）

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（25）

平成25年4月

総合科目

平成25年4月

総合科目

兼担 教授 杉浦 裕晃

平成25年4月

総合科目

兼担
准教
授

金井 幸子

兼担 教授 武田 圭太

平成25年4月

総合科目

平成25年4月

総合科目

兼任 講師 和田 実

平成25年4月

総合科目

兼任 講師 森 泰通

平成25年4月

総合科目

兼任 講師 日比野 光敏

平成25年4月

総合科目

兼任 講師 増山 禎之

兼任 講師 増山 真一郎

講師 須川 妙子 平成26年4月

総合科目

兼任

宗教学
平成26年4月

基礎フランス
語Ⅰ

「基礎フランス語Ⅰ」及び「基礎フラ
ンス語Ⅱ」は、担当科目の調整の結果
追加（26）

基礎フランス
語Ⅱ

平成26年4月
流域管理論

兼任 講師 三好 俊徳

平成26年4月兼任 講師 鈴木 球子

「Practical EnglishⅠ」及び
「Practical EnglishⅡ」は、担当科
目の調整の結果追加（26）Practical

English Ⅱ

梅田 ゆう子

加藤 茂

平成26年4月

兼任

空井 伸一

「入門フランス語Ⅰ」及び「入門フラ
ンス語Ⅱ」は、ロイック ルヌウ兼担
助教の担当分を担当することに伴い追
加（26）

兼担 助教

講師 森川 竜哉

木之下 孝夫

兼任

宮田 譲 平成26年4月
総合科目

平成25年4月
総合科目

平成26年4月
古典の世界

総合科目

平成26年4月

平成26年4月

兼担 教授

兼担
准教
授

ダニエル デ
ヴォリン

兼任

兼担 助教
オリベロ レジ

ス

加藤 勝敏

兼任 講師

兼任 講師

講師

兼任 講師

西牟田 祐美子 平成26年4月

Reading 「Reading」及び「TOEIC」は、担当科
目の調整の結果追加（26）

TOEIC
講師

地域イノベー
ション論

平成26年4月

Communication
Skills Ⅰ

Communication
Skills Ⅱ

Practical
English Ⅰ

入門フランス
語Ⅱ

平成25年4月
心理学

「Communication SkillsⅠ」は、ジョ
ンドゥモビッチ兼担助教の担当分を担
当することに伴い追加（26）
「Communication SkillsⅡ」は、ヤン
グアンソニーエドワード兼担助教分を
担当することに伴い追加（26）

兼任 講師 浴 俊彦

入門フランス
語Ⅰ

平成25年4月

Practical
English Ⅰ

「Practical English Ⅰ」及び
「Practical English Ⅱ」は、教育の
充実を図るため追加（25）

Practical
English Ⅱ

兼任 講師 平田　嘉代子 平成25年4月
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専任・
備　　考

担当授業科目名
兼担・

兼任　

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（25）

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（25）

「総合科目」は、複数教員がオムニバ
ス形式で担当することになったため追
加（25）

兼任 講師 新津 嗣郎 平成26年4月

基礎ドイツ語
Ⅰ

「基礎ドイツ語Ⅰ」及び「基礎ドイツ
語Ⅱ」は、担当科目の調整の結果追加
（26）基礎ドイツ語

Ⅱ

平成25年4月

総合科目

兼任 講師 作中 久雄

平成25年4月

総合科目

（２） 専任教員数

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

表中の「※」は複数担当者科目（オムニバス形式等）を表す。

兼任 講師 内藤 聡子

平成25年4月

総合科目

兼任 講師 高橋 健太郎

（　19　） （　5　） （　0　） （　3　）

29

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

70

助　教

20

[　0　]（　27　）

24

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

年　齢　構　成

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

設　置　時　の　計　画

[△2]

3 4

［△2］ （　0　）

0 0

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

講　師

1 29

変　　更　　状　　況

准教授

　　　　および，平成２６年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

講　師 助　教 計
定年規定の定
める定年年齢計 教　授

　　　・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　「変更状況」には，平成２６年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に設置時の計画

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

歳

定年を延長
している教員

数

0

名

准教授

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

［ 4 ］

6

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２６年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　　　　教員数を記入してください。

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

教　授
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　

（３） 専任教員辞任等の理由　【該当なし】

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由

２

１

３

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

　　　　

（注）・　専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任（就任辞退

　　　　　を含む）等の理由」に辞任理由等および（）書きで報告年度を記入してください。

52



区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

（　　年　　月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（　　年　　月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（　　年　　月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（　　年　　月）

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況は，指摘を受けた学科等についてのみ記入してください。

　　　　の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，具体的に記入し，

　　　　報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された留意事項に対する

　　　　してください。

６　留意事項に対する履行状況等　【該当なし】

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は寄附行為変更
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

資格取得
・中学校教諭一種免許状（保健体育）
・高校教諭一種免許状（保健体育）

中学校教諭一種免許状（保健体育）及び高校教諭一種免許
状（保健体育）について、中央教育審議会教員養成部会課
程認定委員会で、学科等の目的･性格と免許状との相当関係
が認められず、認定することができないとされ、申請を取
り下げることになった。

それに伴い、以下について、学則に変更を加えた。
・学則第3条について、｢健康・スポーツコース｣だけ切り分
けて入学定員（30名）、収容定員（120名）を設定していた
が、切り分けないこととし、学部・学科で一本化して、地
域政策学科入学定員（220名）、収容定員（880名）といっ
た定員の表記のみとした。
・学則第14条別表第1項別表の中の｢地域政策学部｣の｢教職
課程科目｣について、｢スポーツ史｣は不要となるため、削除
した。
・学則第18条第2項別表｢教育職員免許状の認定課程及び免
許状の種類｣から、｢保健体育｣を削除した。
・学則第18条第3項別表｢教職に関する科目の授業科目表｣に
ついて、｢授業コミュニケーション論（保健体育）｣、｢保健
体育科教育法Ⅰ～Ⅳ｣は不要となるため、削除した。

さらには、「設置の趣旨等を記載した書類」において、
「養成を目指す人材」、「卒業後の具体的進路」、「健
康・スポーツコースの特色」等で、保健体育の教職課程認
定を受けられることを前提に記載していたが、それを除い
た形で設置計画を進めることになった。

なお、上記により地域政策学部独自の教員組織や教育課程
については、変更を行っていない。具体的な対応として
は、学則を修正し、兼任教員が担当することとしていた教
職課程の一部の科目の開講を取りやめたのみである。

　　　・第５回委員会（10／29）出席委員11名　欠席委員3名

　　　・第６回委員会（12／17）出席委員11名　欠席委員3名

　ｃ　委員会の審議事項等

（１） 設置計画変更事項等

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

７　その他全般的事項

＜地域政策学部　地域政策学科＞

　ａ　委員会の設置状況

　　全学的な組織として、ＦＤ委員会を設置している。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　ＦＤ委員会では、次の活動を行うこととしており、関係事項を審議している。

　　　【別紙　「ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）委員会規程」を参照。】

　　平成25年度は、以下のとおり開催した。

　　　・第１回委員会（5／14）出席委員13名　欠席委員1名

　　　・第２回委員会（7／16）出席委員12名　欠席委員2名

　　　・第３回委員会（9／24）出席委員11名　欠席委員3名

　　　・第４回委員会（10／15）出席委員14名　欠席委員0名

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

①　実施体制

　　　・ＦＤ活動に関する情報・資料の収集及び広報活動

　　　・教育の実情等の視察

　　　・第７回委員会（1／28）出席委員10名　欠席委員4名
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※集中講義科目については、集計に含まない。

　としている。また、2012年度より集中講義科目においても授業アンケートを実施した。

　　　平成25年度は、全学的な取り組み（下記１乃至４）及び地域政策学部独自の取り組み（下記５）として以下の

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｂ　実施方法

　　１）学生による授業評価アンケート：各学期１回ずつ実施。最低１科目アンケートを実施。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　春学期及び秋学期に各１回実施しており、原則として最終授業日から遡って３回分を確保できる日程を実施期間

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　大学ホームページ上にて公表しており、学内のパソコンからのみ閲覧が可能となっている。

　　　・教育の内容・方法の改善に関する検討とそのための研究会、講演会等の開催

　　　・学生による授業評価等、適切な評価システムの研究と提案

　　　・その他、本学における教育・研究の発展のための諸活動

　　３）授業改善研修参加助成

　　４）新任教職員研修会

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　２）ＦＤフォーラム

　　１）学生による授業評価アンケート

　　活動を実施した。平成26年度以降も、地域政策学部はこれらの取り組みに積極的に参加する。

　　１）学生による授業評価アンケート：各教員に集計結果に対する分析等のコメントを求めており、授業内容の改善

　　　　につながるような仕組みを整えている。

　　３）授業改善研修参加助成：助成件数6件。

　　４）新任教職員研修会：専任教員歴が５年目未満の若手教員を対象に開催。参加人数4名。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　２）ＦＤフォーラム：ＦＤのあり方等、教育に関する全学的な問題を考える機会として実施。

　　３）授業改善研修参加助成：学外で開催される授業改善に資する研修について参加費等を助成。

　　４）新任教職員研修会：各教員に模擬講義をしてもらい、講師を含めた研修参加者全員で意見交換。

　　２）ＦＤフォーラム：4月に講演会形式で開催。参加者は全学で約100名。

　　　・教育と研究の総合的な発展のための諸施策の検討と提案

　　　　っている。

　　４）新任教職員研修会：よりよい授業のあり方を考察し、授業内容・教授法等の工夫・改善のための契機とした。

　　２）ＦＤフォーラム：大学教育及び授業改善に関する実践例や研究報告の講演を通じてFD活動の推進を図っている。

　　３）授業改善研修参加助成：参加報告書をFD委員会ホームページなどに掲載し、各教員の授業改善に役立ててもら

　　１）学生による授業評価アンケート

　　　　春学期実施状況：専任247名中239名が実施 実施率96.8％　　非常勤249名中225名が実施　実施率90.4％

　　　　秋学期実施状況：専任251名中236名が実施 実施率94.0％　　非常勤253名中230名が実施　実施率90.9％
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　　　　含めて記入してください。

　　　　いて記入してください。

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　平成２６年６月１日　　）

（４） 情報公表に関する事項

　ｂ　公表方法

　　・自己点検・評価報告書を刊行し、大学ホームページ上で公開している。

③　認証評価を受ける計画

　　・平成26年度、大学基準協会の評価を受審中である。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

（３） 自己点検・評価等に関する事項

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　地域政策学部は、「地域を見つめ、地域を活かす」を学部理念とし、政策学に関する知識を基礎に、地域とその諸問題
を深く理解し、まちづくりと持続可能な社会づくりに貢献する人材を養成することを目的として、設置された。幅広い職
業人に必要な教養と地域政策に関する専門知識を学習させ、アクティブ・ラーニングを重視し、地域を分析する技能を修
得させる。これらを基礎に、安定的で個性的なまちづくり・社会づくりへ修得した知識と技能をバランスよく対応させる
とともに、多様な能力を持つ人々や組織と協力して問題解決に取り組む「地域貢献力」を育成することとしている。
　上記のような本学部の教育・研究上の目的が、受験生や保護者に受け入れられたことにより、平成26年度入試では、入
学定員220名に対して、志願者2,686名、受験者2,663名、合格者1,082名となり、最終的に254名が入学した。
　当初設置計画については、P.54（1）「設置計画変更事項等」の記載事項以外に変更はなく、次年度も学年進行に従
い、教員組織、教育課程をはじめとする設置計画を着実に履行していきたい。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　・年１回、年度末に公表している。
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